Original Article by 千葉,龍三 & CHIBA,RYUZO
-660ー 千葉医学会雑誌 第35巻
栃木県住民の指紋に関する研究
千葉大学医学部解剖学教室(主任草間教授〉
(指導小池名誉教援〉
千葉龍三 
Ryuzo CHIBA 
(昭和34年7月20日受付)
目 次
緒 仁Z
第 1章新分類法について
第2章各型指紋の出現頻度
第 1節男 性
第 1項各指計 
A.各指における各型指紋の出現頻度の
順位 
B.左右両手の同名指における各型指紋
の出現頻度の比較，即ち左右差につ
いて 
C.各型指紋の出現頻度の各指における
比較，即ち指別的差違について 
a.左手 
b.右手 

第2項五指計 
  
A.左手 
B.右手 
C.各型指紋の出現頻度の左右両手にお
ける比較，即ち左右差について
第3項十指計 

第2節女 性

第3節男性及び女性の比較 

第 1項各指計 

第2項五指計 

第3項十指計 

第4節全指計
第3章指紋に対する対照紋の関係
第 1節男 性
第 1項各指計 
A.左手を基準とした場合
(1)指紋Iζ対する対照紋の順位 
(2)指紋と同一紋型の対照紋の一致度 
B.右手を基準とした場合 
(1)指紋lζ対する対照紋の順位 
(2)指紋と同一紋型の対照紋の一致度
.:=.緒 日 
日本民族に関する，人類学的意味における指紋の
C.各紋型の各指における一致度の左右
合計 

第2項五指計 
  
A. 左手を基準とした場合 
B.右手を基準とした場合
第3項十指計 

第2節女 性

第3節男性及び女性の比較 

第4章総 括
第 1節各型指紋の出現頻度 

第 1項各指計 

第2項五指計 

第3項十指計及び全指計 

第2節対照紋
第 1項各指計
第2項五指計
第3項十指計
第4項 各紋型につき指紋と同一紋型の対
照紋との一致度の比較 
A. 各指計における比較
(1)男性 
(2)女性 
B.五指計における比較
(1)男性 
(2)女性
第5章各型指紋の出現頻度(五指計〉の比較
第 1節男 性
第 1項 左右両手における各紋型の出現頻
度の比較 
(a)左手 
(b)右手
第 2項各紋型の側別的差違の比較
第2節女 性

結論 

研究は，解剖学，法医学及び人類学等の各分野から
可成活発に行われているが，これらの報告は，多く
の場合において A，R，u，Wの四項目分類法或は犯
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罪指紋分類法によったものである。著者は本研究に にする。
おいて，文部省科学研究費による「指紋班Jが採用 (1)弓状紋(以下B)
した小池教授提唱の B，S，ODS，OWの四項目新分 従来の分類法の弓状紋 (A) と大体ー致する。突起
類法を使用したが， ζの点については第 1章におい 弓状紋もこの内氏包含する。
て簡単にふれることにしたい。尚本研究においては (2)蹄状紋(以下S)
検査人員数を出来うる限り多数にする様に努力した 従来の分類法においては R，U とが区別されている
が， ζれは統計上の有意差即ち確差K立脚する正確 が，新分類法においては，乙の両者の区別を重視し
なる知見を確立したいためである。 ないで，両者を併せて Sとする。しかし旧来の文献
著者の研究資料は，千葉大学医学部解剖学教室に との連絡を保持する為に， RとUを細分類して附記
おいて採集した，栃木県住民即ち中小学校男子及び する ζとは差支えない。
女子生徒及び学童の指紋であるが，その地域別は次 (3)二重蹄状紋(以下 ODS)
の通りである。即ち那須郡:男子 1141名，女子 1358 これは犯罪指紋法における双胎蹄状紋 (OZS)，蹄状
名; 芳賀郡:男子 2052名，女子 2024名; 上都賀 紋 (ODS)及び乙れらの紋型の初期形態をすべて包
郡:男子 1975名，女子 2195名; 下都賀郡:男子 合する。 ζの場合lとおいても，旧分類法の OZSま 
1526名，女子 1565名であって，合計男性 6694人， たは ODSへ変異する初期形態はその何れとも決定
女性7142人である。 ζの数字は必要にして且つ充分 し得ないので，両者を併せて広い意味の ODS (新
なる大数とは云われないが，相当の多教であるとい 分類法の ODS) としてこれを分類することが最も
うことが出来よう。著者は栃木県住民のこうした資 合理的で、ある。更に旧分類法の ODSと OZSとの
料K基いて， (1)各型指紋の出現頻度と， (2)指紋 開花は，無数の移行型の段階があって，従来の定義 
K対する対照紋の関係を検討した。しかして各型指 lζ従って，乙れを分類する乙とは不可能でもあり同
紋の出現頻度の研究によっては，日本民族の地方差 時比不合理でもある。乙〉民新分類法における広い
を閤明せんとするものであり，一方対照紋法の研究 意味の ODS設定の根拠が認められる。
においては，指紋に対する対照紋の関係を精密に検 (4)渦状紋(以下OW)
討し，乙れによって各紋型の相互関係を知ろうとす とれは S及び ODSより変異する一連の無数の変異
るものである。著者は以上の様な考えのもとに栃木 の段階を包含し，その中心部の紋理は犯罪指紋法K
県住民の指紋を検討し，興味ある所見を得たので次 おける渦状紋 (OW)，螺旋紋 (OSP)，環状紋 (OK)
にこれを報告する。 の形態を呈する他，有蹄蹄状紋 (OT)及び種々の
変態紋 (OZ)もζれに包含される。従って新分類法
第 1章新分類法について
の精神から云えば，旧分類法における様l乙無数の変
乙〉においては，小池教援提唱の新分類法につい 異の一段階を示すに過ぎない OW，OSP，OK，OT， 
て簡単に述べたい。そしてその詳細は小池教授の発 OZ等をその中心紋理によってのみ，細かく分類す
表にまつ乙とにする。小池教授が一卵性双生児の指 ることは，不合理であり同時に不可能でもある。新
紋の研究Kよって確立された，所謂数分類法におけ 分類法の OWは ζれらの無数の変異の段階をば広
る分類単位即ち指紋の紋型は，結局のところ (1)弓 く包含するものであって， 旧分類法の OWとはそ
状紋(略号B)，(2)蹄状紋(略号S)，(3)二重蹄状 の内容を大いに異にするものである。
紋(略号ODS)，(4)渦状紋(略号 OW)の四つであ 尚新分類法においては，旧分類法において移行型
るが，その名称が旧分類法と同様であっても，その 又は中間型として認められたものは，ある紋型の初
有する内容は可成相違する。しかしてこれら紋型の 期形態及びこれに持続する形態をなすものである。
相互の変異の関係から結論される，指紋の全体とし 即ちある紋型の初期形態から紋型の定型的な形態に
ての構築は次の通りである。 至る一連の連続変異は，その道程の中途の如何なる
弓状紋(B)→蹄状紋(S)く 
1晶状紋(OW)
↑ 
部位においても中断され得ないものである。従って
道二重蹄状紋(ODS) 乙れらの所謂移行型或は中間型のすべては，初期形
乙の分類法は文部省科学研究費による「指紋班j 態から定型的形態化至る紋型の内le:全部包含され，
の研究において採用されたことを附記したい。次に 全体として一分類単位即ちー紋型をなすものであ 
ζれらの紋型についてその内容を簡単に述べること る。所謂移行型に対する新分類法の断定は極めて合
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理的であり，乙れ以外には ζれを解決する道は存在 A.各指lζおける各型指紋の出現頻度の順位
し得ないものと考えられる。 揖指。左手栂指においては SとOWとの間に確差
なく (Sー OW:差=2.18%土0.86%)，見掛上 ODS
第2章各型指般の出現頻度
は第3位， Bは第4位をしめ，乙れら各順位の聞に
第 1節男 性 (6694人〉 は何れも確差が存在する。右手摺指においては OW，
第 1項各指計 S(OW-S:差=21.57%士0.84%)，ODS，Bの順位
左右両手の各指における各型指紋の出現頻度は第 を示し， ζれら各順位の聞には何れも確差が存在す 
1表の通りである。 る。
第 1表各指計lとおける各型指紋の出現頻度(男性〉
{則 73IJ 左 手 右 手
指\別~紋~型 B S ODS OW B S ODS OW 
揖 n 163 2898 881 2752 84 2333 500 3777 
指 % 
2.44 43.29 13.16 41.11 1.25 34.85 7.47 56.24 
士0.19 +0.61 士0.41 +0.60 +0.14 +0.58 士0.32 +0.61 
刀ミ n 412 3109 274 2898 394 3018 276 3006 
指 % 
6.15 46.44 4.09 43.31 5.89 45.09 4.12 44・91
士0.29 士0.61 :1:0.24 +0.61 +0.29 :1:0.61 士0.24 士0.61
中 n 242 4010 324 2118 190 4268 2094 
指 % 
3.62 59.90 4.84 31.64 2.84 63.76 2.12 31.28 
士0.23 士0.60 :t0.26 :1:0.57 士0.20 十 0.59 +0.18 +0.57 
環 n 53 2616 232 3793 35 2060 55 4544 
指 % 
0.79 39.08 3.47 56.66 0.52 30.77 0.82 67.88 
士0.11 士0.60 士0.22 士0.61 :t-0.08 士0.56 :t0.11 +0.57 
n 40 4711 202 1741 29 4183 43 2439 
指 % 
0.60 70.38 3.02 26.01 0.43 62.49 0.64 36.44 
士0.09 士0.56 士0.21 土0.54 +0.08 :t0.59 士0.10 :1:0.59 
示指。左手示指Iとおいては S，OW (Sー OW:差 位を示し，乙れら各順位の聞には何れも確差が存在 
=3.13%:t0.86%)，B，ODSの順位を示し， ζれら する。右手小指lζおいては S，OW，ODSー B群の
各順位の間には何れも確差が存在する。右手示指に 順位を示し (ODSー B:差=0.21%士0.31%)，ζれ
おいては S-OW群 (S-OW:差=0.18%士0.86%) ら各順位の間には何れも確差が存在する。 
B，ODSの順位を示し，これら各順位の聞には何れ B，左右両手の同名指における各型指紋の出現頻度
も確差が存在する。 の比較，即ち左右差について
中指。左手中指においては S，OW，ODS，Bの 左右の栂指においては総ての紋型の聞に確差が存
順位を示し (SーOW: 差 =28.26%士 0.83~合)，これ 在し，従って明らかなる左右差，即ち側別が証明さ
ら各順位の間には何れも確差が存在する。右手中指 れる。即ち B(差=1.19%士0.24%)，S (差=8.44%
においては S，OW，Bー  ODS群の順位を示し (B一 士0.84%)ODS (差=5.69%士0.52%)の三者は左手 
ODS:差=0.72%:1:0.85%)，これら各順位の間には の方に多く，乙れに反して OW(差=15.31%士0.86
何れも確差が存在する。%)は右手の方K多い。示指においては総τの紋型
環指。左手環指においては OW，S，ODS，Bの順 の聞に確差が存在しない。中指lとおいては S，ODS 
位を示し (ODS-B:差=2:68%:t0.78%)，これら の両者Kおいてのみ確差が存在し， S (差=3.86%
各順位の聞には何れも確差が存在する。右手環指に 士0.84%)は右手の方に多く， ODS (差 =2.72~多士
おいては OW，S，ODS-B群の順位を示し (ODS 0.32%)は左手の方に多い。環指においてはBを除 
-B:差=0.30%:t0.14%)，これら!各順位の間には く他の紋型に確差が存在し， S(差=8.31%:t0.82%) 
何れも確差が存在する。 ODS(差=2.65%土0.78%)は左手の方に多く， OW
小指。左手小指lζおいては S，OW， 買)1のB，ODS (差=11.22%:1:0.83%)は右手の方lζ多い。小指に
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おいても Bを除く他の紋型l乙確差が存在し， S (差 第 5.表 (OW)
=7.89%士0.81%)，ODS (差=2.38%士0.23%)は左
56.66 26.01 
手の方に多く， OW (差=10.43%:t0.80%)は右手 土0.61 士0.54
の方に多い。これを要するに B，S，ODSの三者は
左手の方に多く(中指の Sは除外例)， OWは右手 環指|示
指指
の方iζ多い。 
C.各型指紋の出現頻度の各指における比較，即ち 
指別的差違について
こ〉においては各紋型の出現頻度が各指において
如何に相違するか，即ち指別的差違が存在するかど
うかを検討する。いうまでもなく指別的差違は出現
顔度の確差を以って証明される。 
a.左手
第 2表 (B) 
6.15 0.60 
:t0.29 士0.09
王子五|中指|据判長指|小指 
Bは示指，中指，栂指，環指，小指群の順位を示
し(環指一小指:差=0.19%士0.14%)，乙れら各順
位の聞には何れも確差が存在する。
第 3表 (S) 
70.38 39.08 
士0.56 十 0.60 
指|示指|据指|環指 
Sは小指，中指，示指，栂指，環指の順位を示し， 
ζれら各順位の間，即ち小指と中指との間(差= 
0.48%:t0.82%)，中指と示指との間(差=13.46%
士0.86%)，示指と栂指との間(差=31.5%:t0.86%) 
=13.35%士0.86%)，栂指と中指との間〈差=9.47% 
:t0.83%)及び中指と小指との間(差=5.63%::t0.79 
%) I乙は何れも確差が存在する。 
b.右手
第 6表 (B)
5.89 0.43 
士0.29 士0.08 
万て 指 l掠指(環指|小指
B においては示指，中指栂指群，環指小指群の順
位を示し，乙れら各順位の問，即ち示指と中指との
間(差=3.05%:t0.35%)，揖指と環指との間(差= 
0.73%士0.16%)Iとは何れも確差が存在する。
第 7表 (S)
63.76 30.77 
士0.59 士0.56 
中 指|示指|指指|環指 
S においては中指一小指群，示指， j母指，環指の
順位を示し， ζれら各順位の間，即ら小指と示指と
の間(差=17.40%:t0.85%)，示指と栂指との問(差 
=10.24%:t0.84%)，栂指と環指との間(差=4.08% 
:t0.81%)には何れも確差が存在する。 
第 8表 (ODS)
及び揖指と環指との間(差=4.21%::t0.86%)には何
れも確差が存在する。従って Sは小指において最も
多く，環指において最も少い。
一 部  
72
一 指  
生町 
ο
一
A
一
可 
士一指
dnU 0.64 
士0.10
指|環指|小指 
第 4表 (OD S) ODS においては栂指，示指，中指，環指一小指 
13.16 3.02 群の順位を示し，これら各順位の間，即ち栂指と示 
土0.41 士0.21 指との間(差=3.35%土0.40%)，示指と中指との間
(差=2.00%士0.30%)，中指と環指との間(差=1.30 
指[示指|環指|小指 %::t0.21%)には何れも確差が存在する。 
ODSは栂指，中指示指群，環指小指群の順位を OW においては環指，栂指，示指，小指，中指の
示すが，示指と環指との間(差=0.62%士0.33%)I乙 順位を示し，これら各順位の間，即ち環指と栂指と
は確差は存在しない。 の間(差=11.46%:t0.83%)，揖指と示指との間(差 
OWは環指，示指栂指群，中指，小指の順位を示 = 1.51%::t0.86%)，示指と小指との間(差=8.47%
し，乙れら各順位の間，即ち環指と示指との間(差 土0.85%)，小指と中指との間(差=5.16%土0.82%) 
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第 9表 (OW) 注目 K価する。尚五指計托おける各紋型の出現頻度
67.88 31.28 
の評価については，他地方人との比較の条下におい
:1:0.57 士0.57 て触れることにしたい。
指 第 11表環
には何れも確差が存在する。 順位!紋
型
出 現 頻 度
B
出「
n w m 五 % 一 n % 一 n %lili---- 910 で活用されねばならない。十指計における各紋型の
S 
2.72+0.09 
17344 出現頻度は第 12表の通りであって， S，OW，ODS 
51.82士0.27 
1913 
及びBの順位を示し，これら各順位の間，即ち Sと 
ODS 
OW 
5.72土0.13 0・W との間(差=6.04%:1:0.27%)，OWと ODSと
13303 の間(差=39.19%:1:0.21%)，ODSとBとの間(差
39.75:1:0.27 
=1.93%士0.10%)には何れも確差が存在する。 ζ 
B. 右手(第 11表 左手五指計における各型指
紋の出現頻度)
第 12表 十指計における各型指紋の出現頻度 
し，これら各順位の間，即ち S(OW)とODSとの間 29163 
(差=44.35%:1:0.28%)，ODSとBとの間(差=0.85 43.57 
%::1:0.11%)には何れも確差が存在する。この場合 :1:0.19 
B ODSS 
31 
右手においては Sー OW群， ODS，Bの順位を示 OW 
第 2項五指計
各指計における検討で明らかな様R.，指紋の出現
には各紋型と各指との間lζ密接な関係が存在し，即
ち指別的差違が証明されるが，五指計においては，
各紋型と各指との関係を無視して，あくまでも紋型
を中心に五指総計したものである。従ってこの場合
の五指計Kおいては，指紋出現において夫々性格を
異にする栂指，示指，中指，環指及び小指の 33470
本 (6694x5)の指の集計であることを注意せねば
ならない。従ってその-成績は指紋と各指との関係を
全然、無視した，あくまでも紋型中心の集計である。
たY五指計においては，左手及び右手における相違
即ち左右差は残存するが， ζれは各指計における各
日以叫 
指の左右差の集積を意味するものである。この点l乙
関しては後の左右差の項において再び触れることに
したい。 
A. 左手(第 10表 左手五指計における各型指
紋の出現頻度)
左手においては S，OW，ODS，Bの順位を示し，
これらの各順位の間，即ち SとOWとの間(差= 
12.07%:1:0.38%)，OWとODSとの間(差=34.03%
士0.30%)，ODSとBとの間(差=3.00%士0.16%)
には何れも碓差が存在する。
第 10表 
z i r .型
頻 度順位|紋 
n % 一 n % 一 n M W 一 n %732B 
2.19 0.07土
計
15862S 47.39士0.27 
1016ODS 3.04土0.09 
15860OW 47.39士0.27
C. 各型指紋の出現頻度の左右両手における比較
即ち左右差について。
乙〉においては，すべての紋型において確差が存
在し，従って明らかなる左右差が証明される。即ち 
B (差=0.53%士0.11%)，S (差=4.43%士0.38%)， 
ODS(差=2.68%:1:0.16%)は左手の方に多く，これ
に反して OW(差=7.64%士0.38%)は右手の方に多
い。乙の成績は前述の通り，各指計における B;S， 
ODSの三者は左手の指に多く， OWは右手の指に
多いという成績の集積を示すものである。即ち五指
計においては各紋型の出現頻度の指別的差違は失わ
れるが，側別的差違即ち左右差は残存するものであ
る。
第 31真 十 指
十指計においては，各型指紋と左手及び右手の関
係，即ち左右差を無視して十指を総計したものであ
る。即ち十指計においては，指別及び側別を全然無
視して，あく迄も紋型中心lζ十指を総計したもので
ある。従って各指計とそれから導き出される五指計
及び十指計とは，その有する意味を充分考慮した上
2SとOWとが殆んど同ーの出現頻度を示すことは
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の成績は十指計が五指計の合計である乙とから見て 第 1I頁各指計
当然の結果といわねばならない。尚乙の数値につい 左右両手の各指における各型指紋の出現頻度は第 
ては後K触れることにしたい。 13表の通りである。
第 2節女性 (7142人〉 A. 各指における各型指紋の出現頻度の順位
第 13表 各指計における各型指紋の出現頻度(女性〉
恨1 思リ
\指九別~紋型¥ 
左 手
B S ODS OW 
右 手
B S ODS OW 
2母 
指 
n 
% 
336 
4.70 
士0.25 
3259 
45.63 
:t0.59 
1135 
15.89 
士0.43
2412 
33.77 
士0.56 
185 
2.59 
:t0.19 
3344 
46.82 
士0.59 
918 
12.85 
+0.40 
2695 
37.73 
士0.57
刀す 
指 
n 
% 
538 
7.53 
土0.31 
3513 
49.19 
+0.59 
398 
5.57 
十 0.27
2693 
37.71 
士0.57
451 
6.31 
十 0.29
3565 
49.22 
士0.59
390 
5.46 
士0.27
2736 
38.31 
土0.58
中 
指
環 
指
n 
号も 
n 
号も 
380 
5.32 
士0.27
1.33 
十 0.14 
4324 
60.54 
十 0.58
3111 
43.56 
+0.59 
431 
6.03 
士0.28
285 
3.99 
+0.23 
2007 
28.10 
士0.53 
3651 
51.12 
士0.59
195 
2.73 
:t0.19 
47 
0.66 
士0.10
5025 
70.36 
士0.54
2815 
39.41 
士0.58
280 
3.92 
十 0.23
116 
1.62 
士0.15
1642 
22.99 
士0.50
4164 
58.30 
士0.58 
指 
n 
% 
95 
1.33 
:t0.14 
5288 
74.04 
土0.51 
235 
3.29 
:t0.21 
1524 
21.34 
:t0.48 
48 
0.67 
+0.10 
5060 
70.85 
土0.54
81 
1，13 
士0.13 
1953 
27.35 
:t0.53 
栂指。左手栂指においては S，OW (S-OW:差 52.70%士 0.70%，右手，差 =43.50%士 0.76~る)， ODS， 
=11.86%士0.81%)，ODS，Bの順位を示し，これら Bの順位を示し，これら各順位の聞には何れも確差
各順位の聞には何れも確差が存在する。右手栂指に が存在する。
おいても S，OW (S-OW:差=9.09%士0.82%)， B. 左右両手の同名指における各型指紋の出現頻度 
ODS，Bの順位を示し，これら各順位の聞には何れ の比較，即ち左右差について
も確差が存在する。 左右の栂指においては Sを除く他の紋型に確差が
示指。左手示指においては S，OW (S-OW:差 存在し， B (差=2.11%土0.31%)，ODS (差=3.04% 
= 1.48%:t0.82%)，B，ODSの順位を示し，これら :士0.59%)は左手の方I[，OW(差=3.96%士0.80%)
各順位の聞には何れも確差が存在する。右手示指に は右手の方に多い。示指においてはすべての紋型の
おいては S，OW，Bー  ODS群 (Bー ODS:差=0.85 聞に確差が存在しなt，。中指においては B(差= 
%:t0.40%)の順位を示し， 乙れら各順位の聞には 2.59%:t0.33%)，ODS (差=2.940%士0.36%)は左
何れも確差が存在する。 手の方I乙多いが， S (差=9.82%土0.79%)，OW (差
中指。左手中指においては S，OW，ODS-B群 =5.11%士0.73%)は他の指と異り，前者は右手の 
(ODS-B:差=0.71%士0.39%)の順位を示し， 乙 方に，後者は左手の方に多い。環指，小指において
れら各順位の間には何れも確差が存在する。右手中 は何れも他の指同様， B (環指:差 =0.67~合士 0.17% ，
指においては S，OW (Sー OW:差=47.37%士0.74 小指:差=0.66%土0.17%)，S (環指:差=4.15%
%)， ODS，Bの順位を示し，これら各順位の聞には 士0.83%，小指:差=3.19%士0.74%)，ODS (環指:
何れも確差が存在する。 差=2.37%士0.27%，小指:差=2.16%:t0.25%)は
環指。左右両手共 S，OW (Sー OW:左手。差= 何れも左手の方に， OW(環指:差=7.18%士0.83%， 
7.56%士0.83%，右手。差=18.89%士0.82%)，ODS， 小指:差=6.01%:t0. 72%)は右手の方に多い。こ 
Bの順位を示し，乙れら各順位の間には何れも確差 れを要するに B，S，ODSの三者は左手の方K多く
が存在する。(中指のS除外例)， OWは右手の方K多い(中指の
小指。左右両手共S，OW (Sー OW:左手。差= OWは除外例)。
第 18表 (8)
6.31 
:t0.29 
0.66 
土0.10
五五]中指|栂 
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c. 各型指紋の出現頻度の各指における比較即ち指
別的差違について 
a.左手 
第 14表 (B) 
1.33 
:t0.31 
7.53 
:t0.14 
示指 中 指 指|環指，小指 
Bは示指，中指一揖指群，環指(小指)の順位を
示し(中指一揖指:差=0.62%士0.37%)，これら各
順位の間には何れも確差が存在する。
第 15表 (S) 
74.04 I 60.54 I 49.19 I 45.63 I43.56 
士0.51 I:t0.58 I:t0.59 I士0.59 I士0.59
小指|中指[示指|揖指|環指 
Sは小指，中指，示指，揖指一環指群の順位を示
し(揖指一環指:差=2.07%:t0.83%)，乙れら各順
位の聞には何れも確差が存在する。 
第 16表 (ODS) 
15.89 3.29 
+0.43 士0.21
f居 指|環指i小指 
ODSは揖指，中指一示指群，環指一小指群の順位
を示し，乙れら各順位の間，即ち栂指と中指との間 
(差=9.86%士0.5%)，示指と環指との間(差=1，58
%士0.35%)には何れも確差が存在する。 
第 17表 (OW) 
51.12 21.34 
+0.59 士0.48
環指|示 指 
OW においては環指，示指，揖指，中指，小指の
順位を示し，これら各順位の間，即ち環指と示指と 
の間(差=13.41%土0.82%)，示指と栂指との間(差
= 3.94%:t0.80%)，栂指と中指との間(差=5.67%
土0.77%)，中指と小指との間(差=6.66%土0.72%) 
Kは何れも確差が存在する。
b. 右 手
B においては示指，中指一揖指群，小指環指群の
順位を示し，これら各順位の間，即ち示指と中指と 
の間(差=3.58%士0.35%)，栂指と小指との間(差 
=1.92%:t0.22%)には何れも確差が存在する。 
第四表 (S) 
70.85 39.41 
:t0.54 士0.58
指|環指 
S においては小指ー中指群，示指ー栂指群，環指
の順位を示し，これら各順位の間，即ち中指と示指
との間(差=21.14%士0.80%)，栂指と環指との間
ぐ差=7.41%士0・83%)には何れも確差が存在する。
第 20表 (ODS) 
12.85 I 5.46 1.13 
士0.40 士0.27 :t0.13 
揖指|示指|中指|環 指 
ODS においては揖指，示指，中指，環指一小指
群の順位を示し，乙れら各順位の間，即ち栂指と示
指との間(差=7.39%士0.48%)，示指と中指との間 
(差=1.54%士0.35%)，中指と環指との間(差=2.30
%:t0.27%)には何れも確差が存在する。
第 21表 (OW) 
58.30 22.99 
士0.58 :t0.50 
環指|示 指 
OWにおいては環指，示指ー栂指群，小指，中指
の順位を示し，これら各順位の間，即ち環指と示指
との間(差=19.99%士0.82%)，栂指と小指との間
(差=10.38%:t0.78%)，小指と中指との間(差=4.36
%士 0.73~合)には何れも確差が存在する。 
第2項五指計
A. 左手(第 22表 左手五指計における各型指 
紋の出現頻度〉 
左手Iとおいては S，OW， ODS，Bの順位を示 
し，乙れら各順位の間，即ち SとOWとの間(差=
20.18%:t0.36%)，OWとODSとの間(差=27.45% 
第 2号 千葉: 栃木県住民の指紋に関する研究 -667-
第 22表 れも確差が存在する。
第3節男性及び女性の比較度
順位|紋型| 出現頻 
4lU214E010 
1|SlE119495 
~ I % I .5459士0.26
 
3 I ODS I司 I r ，，2}~~
iI% I 6.96士0.13
 
2 IOW I竺 |1 
I '-". I % I 34.41:t:O.25 
士0.28%)，ODSとBとの間(差=2.92%:t:O.16%) 
には何れも確差が存在する。 
B. 右手(第 23表右手五指計における各型指紋
の出現頻度〉
第 23表 
I 
I 
I 
I 
I 
S OW =18.53れら各順位の間，即ち と との間(差ζ
順位|紋型[ 出現頻度 
ro. I n 9264 I B ~~ |I% 2.59士0.08
I 19809 ，. n
1 I S ~~ 日 7士O.2
I I % 55.4訂 お6V 
3 ODS I%1 口 o/n I 5.00士0.12 
I ~m I n ~1002 IOW I ~~ I '-J .. I % 36.94士0.26
右手においても S，OW，ODS，Bの順位を示し， 
%士0.37%)，OWと ODSとの間(差=31.94%:t 
0.29%)，ODSとBとの間(差=2.41%::t:O.14%)に
は何れも確差が存在する。 
c. 各型指紋の出現頻度の左右両手における比較
即ち左右差について 
ζ〉においては， Sを除く他の紋型において明ら
かなる左右差が証明される。即ち B(差=1.45%士 
0.13%)，ODS (差=1.96%:t:O.18%)は左手の方に
多く OW(差=.2.53%土0.36%)は右手の方lζ多い。
第 3r頁十指計
十指計における各型指紋の出現頻度は第 24表の
通りで， S，OW，ODS及び Bの順位を示し，これ
ら各順位の間，即ち SとOWとの間(差=19.36%
士0.26%)，OWと ODSとの間(差=29.69%:t:O.20 
%)， ODSとBとの間(差=2.66%士0.11%)には何
第 1項各指計
男女両性における，左右両手の同名指における各
紋型の出現頻度を比較すれば次の通りである。しか
して出現頻度比確差が証明される場合は勿論性別が
存在する訳である。 
A.左手
栂指においては， Sを除く他の紋型l乙確差即ち性
別が存在し， B (差=2.26%:t0.31%)，ODS (差= 
2.73%土0.59%)は女の方lζ多く， OW (差=7.34% 
:t0.82%)は男の方に多い。示指においては，すべ
ての紋型に性別が存在し， B (差=1.38%:t0.42%)， 
S(差=2.75%土0.84%)，ODS (差=1.48%士0.36%)
は女の方に多く， OW (差==5.60%:t0.83%)は男の
方に多い。中指においては， Sを除く他の紋型lと性
別が存在し， B (差=1.70%:t0.35%)，ODS (差= 
1.19%士0.38%)は女の方に多く， OW (差=3.54%
士0.78%)は男の方K多い。環指においては ODB
を除く他の紋型民性別が存在し， B (差=0.54%士 
0.18~合)， S (差=4.48%:t0.84%)は女の方K多く， 
OW(差=5.54%士0.84%)は男の方K多い。小指に
おいては ODSを除く他の紋型K性別が存在し， B 
(差=0.73%:t0.17%)，S (差=3.66%:t0.76%)は
女の方lζ多く， OW (差=4.67%:t0.72%)は男の方
に多い。 
B.右手
栂指においては Sを除く他の紋型に性別が存在し 
B (差=1.34%土0.24)，ODS (差=5.38%土0.51%)
は女の方に多く， OW (差=18.69%士0.83%)は男
の方に多い。示指lζおいては Bを除く他の紋型に性
別が存在し， S (差=4.13%:t:O.84%)，ODS (差= 
1.34%士0.36%)は女の方に多く， OW (差=6.60%
士0.84%)は男の方に多い。中指においてはBを除
く他の紋型に性別が存在し， S (差=6.60%:t:O.80 
%)， ODS (差1.80%:t:O.29%)は女の方に多く， OW
(差=8.29%:t:O.76%)は男の方l乙多い。環指におい
ても Bを除く他の紋型K性別が存在し， S (差=8.64 
%::t:O.81%)，ODS (差=0.80%士0.19%)は女の方
十指計における各型指紋の出現頻度 
ODS 
31 
， B 
4 
一 寸
OW 
に多く， OW(差=9.58%:t:O.81%)は男の方lζ多い。紋一出現頻度一順
小指においても Bを除く他の紋型K性別が存在し， 
S (差=8.36%士0.80%)，ODS (差=0.49%::t:0.16%)25477 
35.67 は女の方lと多く， OW(差=9.09%士0.79%)は男の
士0.18 
方K多い。尚男女両性の各指計において SとOWと
2 の出現頻度を見る K，女性左手小指の Sが 74.04% 
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:t0.51%という S中最高の値を示し，叉男性右手環
指の OWが 67.88%:t0.57%という OW中最高の値
を示していることは注目される。しかして前者は男
女を通じ，各紋型を通じて最高の値を示している。
第2項五指計 ' 
A. 左 手
すべての紋型に性別が存在し， B (差=1.32%士
0.139合)， S (差=2.77%士0.37%)，ODS (=1.24% 
士0.18%)差は女の方に多く， OW (差 =5.34%士
0.37%)は男の方に多い。
B.右 手
相称性の研究を所謂対照紋法なる研究方法によって
行っている。乙の対照紋法なるものはー側の手の指
紋即ち紋型ととれに対する反対側の手の同名の指の
指紋即ち紋型を対照紋として，その両者の関係を検
討し，そこに普遍的の原理を発見しようとするもの 
である。しかして対照紋法は(1)対照紋の分布 (2)
対照紋の順位 (3)指紋K対する対照紋の一致度とい 
う三つの角度から，指紋に対する対照紋の関係を検
討するものである。指紋即ちある紋型に対照紋の分 
布及びj順位によって，ある紋型に対する他の紋型の
親近関係が測定されるし，叉紋型についてこれと同
すべての紋型に性別が存在し， B (差 =0.40%:t ーの紋型が対照紋の第一位を占める場合は，その紋 
0.11%)，S (差=8.08%士0.37%)，ODS (差=1. D6%
土0.15%)は女の方に多く， OW(差=10.45%士0.37 
%)は男の方K多い。 ζの五指計における成績は各
指計における成績の集積であることからして，当然
のこと〉云わねばならない。
第 31頁十指計
すべての紋型民性別が存在し， B (差=0.87%士 
0.09%)，S (差=5.42%:t0.27%)，ODS (差=1.60%
士0.12%)は女の方に多く， OW (差=7.90%:t0.26
%)は男の方に多い。
第4節全指計
男女両性の十指計を合計して全指計とする。十指
計においては指別，側別が無視され，尚性別が存在
するが，全指計においてはこの性別をも無視される。
即ち全指計においては男女両性を問わず，又左右両
手を問わず，叉個々の指を問わず，すべて各紋型を
中心として，その出現頻度を総計したものである。
従ってその成績を活用する場合には全指計の前記の
性格を充分K考慮せねばならなし、。全指計における
各紋型の出現頻度は S(72510，52.41%:t0.13%)， 
OW (54640，39.49%士0.15%)，ODS (7198，5.20% 
士0.06%)及び B(4012，2.90%士0.05%)の順位を
示し，これら各順位の間，即ち SとOWとの間(差
=12.92%土0.20%)，OWとODSとの間(差=34.29
%士0.16%)，ODSとBとの間(差=2.30%士0.08%) 
には何れも確差が存在する。
第 3章指般に対する対照紋の関係 
指紋が左右両手において相称的K出現する傾向が 
強いことは既K多数の研究者によって報告されてい 
るところであるが，この事実は指紋の本質に関する 
研究において重要なる意義を有するものである。小
池教授の研究室においては，数年来この指紋の左右
型の左右相称的傾向が強いことが証明される。 ζれ
Iζ反して同一の紋型が対照紋の第二位叉は第三位を
示す場合は，その紋型の左右相称的傾向が比較的弱
いか又は甚しく弱いか Y証明される。叉ある紋型，例
えばBK対する同一紋型の対照紋即ち Bの一致度の
高低によって，その紋型の左右相称性の強弱と同時
にその紋型の紋型としての安定性の強弱が測定され
る。著者は ζ うした考えから栃木県人の指紋に対す
る対照紋の関係を男女両性における夫々の各指計，
五指計及び十指計について検討した。
第 1節男 性 (6694人〉
第 11頁各指計(第 25表)
第25表は各指における指紋とそれlζ対する反対
側の同名指の指紋，即ち対照紋との関係を示すもの
であるが，左側の分野は左手を基準とした場合，右
側の分野は右手を基準とした場合を示している。乙
の表においては栂指，示指，中指，環指及び小指の
各指における成績が各指ごとに示されているもので
あって，左側には指紋の出現頻度が，又上側にはそ
れに対する対照紋のそれが表されていると共K，中 
央の分野氏は指紋に対する対照紋の分布並びK数値
が与えられている。しかしてこの表の活用を，左手
損指における指紋例えば紋型Sについて例示すれば 
次の通りである。即ち紋型Sの出現頻度は 43.29%
:t0.61% (実数 2829)であるが，紋型SIC::対する右
手j骨指における対照紋は B: 0.66% :t0.15% (実数
19)，S: 64.87%士1.01%(実数 1880)，ODS: 6.38% 
:t0.459合(実数 185)，OW: 28.09%土 0.83%(実数
814)という様な値を示し，左手持指における紋型
SK対する，右手栂指における対照紋の分布は B，
S，ODS，OWの全紋型lζ及び，叉紋型SK対する
対照紋の第一位は，これと同一紋型SKよフて占め
られる。更に指紋Sと対照紋Sとの一致度即ち S対
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第 25表 各指計 lζ於ける指紋 lと対する対照紋の関係(栃木県男〉
た場合左手を基準とした場合
J1 B s ODS|owli史 B s ODs l ow 1 I I J 84 1 2333 1 500 1 3777 1 '" 163! 2898 1 881 1 2752 1. 25 1 34.85 1 7.47 1 56.42 I~ '{f.:1_ '" 1 2.44 1 43.29 1 13.16 1 41. 11 
:l: 0.14 十 0.581 :l:::間十 061 +OJ+附叫:1:'0.60 
163 1 61 1 86 I 8 1 8 1 84 1 61 1 19 1 1 1 3， 
回 2.441 37.42 1 52.76 1 4.91 1 4.91 出 1.25 1 72.62 1 22.62 1 1. 19 I 3.57 
士 0.19 士 3.79 士 3.911 +1.61 I +1.61 I I :l: 0.14 I +4.87 I :l:4.56 I :l::1. 11 I :l: 2.00 
2898 1 19 1 1880 1 185 1 814 1 2333 1 86 1 1880 1 143 1 224 
∞ 43.29 I 0.66 1 64.87 1 6.38 1 28.09 ぴ) I 34.85 I 3.69 I 80.58 I 6.13 I 9.60 
士 06.1 士 0.151 :t 1.01 士 0.45 士 0.83 士 O.58 士 0.39 士 O.82I :l: 0.50 I :l: 0.61 
881 1 1 1 143 1 189 1 548 1 rr. 1 500 1 8 1 118 
ぴeI 13~~~ I 0.1~ I 16~~~ I 2~~;; I 6i~~ IeI iI ~.~21 3~~;~ I 3 189 1 185 1 ~~~~ I 2?~~;
指:t0.4 1 士 0.11 士1.2o I +1.31 士1.60 士 0.32 士 0.56 I +2.11 士 2.11 I +1.81 
3 1 224 1 118 1 3777 1 8 1 814 1 548 1 2407c 
居山
2752 1 
0.111 8.14 1 4.29 1 87.46 住O I 56.42 I 0.21 I 21.55 山 63.73
士 0.60 土 0.06 士 0.52'1 :t 0.39 士 0.63 士 0.611 :l: 0.07 土 O.67 士 0.57 士 0.78 
J27 I
2407 1
B I s I ODS|ow B I s I ODslowJf 
1 
394 I 3018 I 276 I 3006 I '" 412 I 3109 I 274 I 2899 
示 5.89 I 45.09 I 4.12 I 44.91 1m f5( '" I 6.15 I 46.44 I 4.09 I 43.31 
十 0.29 I +0.61 1 :l: 0.24 I :t 0.61 1 ""1 :t 0.29 I +0.61 I :l:0.24 I :l: 0.61 
412 1 162 I 232 I 4 I 14 I 394 1 162 I 216 I 5 I 11 
凶 6.15 I 39.32 I 56.31 I 0.97 1 3.40 国 5.89 I 41. 12 I 54.82 I 1.27 I 2.79 
士 0.29 士 2.40+2.40 士 0.47 士 O.89 士 O.29 士 2.4 1 I :l:2.51 I :l:0.56 I :l:0.83 
3109 I 216 I 2117 I 67 I 709 I 3018 I 232 I 2117 I 72 I 597 
的 46.441 6.95 1 68.09 1 2.16 1 22.80 ∞ 45.09 1 7.69 1 70.15 1 2.39 I 19.78 
十 0.61I :l: 0.46 土 O.84 士 O.26 士 0.75 士 0.611 :t 0.48 士 0.83 士 0.28 士 O.73 
274 I 5 I 72 I 54 I 143 I I 276 I 4 I 67 I 54 I 151rl'l
ぴ :.~~ I 1. 8; I 26.;; 即 11 52.19 ぴ :.~; I 1.i~ I 24.;~ 山7 1 54.71e e 
指 +0.24 I tO.81 I :1=2.66 十 2.30 十 3.02+0.24 十 0.72 十 2.58 I +2.31 十 3.00 
2899 I 11 I 597 l' 151 I 2140 I I 3006 I 14 I 709 I 143 I 2140c ~ I 43.31 附 20.591 5.21 1 73.82 区(5 I 44.91 I 0.47 I 23.59 I 4.76 I 71. 19 
土 0.611 :t 0'11 1 :t 0.74 1 :t 0.41 士 0.821 1 :l:0.61 1 :t 0.12 1 :t 0.77 I +0.39 I :!:0.83 i1!? lI31 BB 1 s I ODslow l' s I ODslow 
190 I 4268 I 142 I 2094 I '" 242 I 4010 I 324 I 2118 
中 2.84 I 63.76 I 2.12 I 31. 28 1m f5( "" I 3.62 I 59.90 I 4.84 I 31.64 
土 0.20+0.59 十 0.18I :!:O.57 士 O.23 士 O.6oI :!:O，26 十 O.57l
242 I 82 I 159 I 1 I 190 I 82 I 104 I 2 I 2 
向 3.621 33.88 I 65.70 I 0.4 1 悶 2.84 I 43.16 I 54.74 I 1. 05 I 1.05 
十 0.23 I +3.04 十 3.04 I I :!:0.4 1 I I :t0.20 I :t 3.59 I :!:3.61 I +0.75 十 0.75 
4010 I 104 I 3410 I 45 I 451 I 4268 I 159 I 3410 I 133 I 566 
的 59.90 I 2.59 I 85.04 I 1. 12 I 11. 25 ∞ 63.76 1 3.73 1 79.90 1 3.12 1 13.26 
十 0.601 :!:0.25 1 :!:O.56 士 0.16 士 0.501 :!:O.59 士 O.29 士 0.61 士 O.27 土 0.52 
324 I 2 I 133 I 53 I 136 I I 142 I 45 I 53 I 44".，8ぴ~ I :.;~ I 0.6; I 4;~; I 16 お 41~~; Ie I 2~~; I I 3!.~~ I 37.~~ I 30.;; 
指
一一 
±O.26 士 0.44 士 2.73 :t 2.01 士 2.74 :t 0.18 士 3.90 士 4.06 土 3.88
) 
2118 1 2 I 566 I 44 I 1506 I I 2094 I 1 I 451 I 136 I 1506c 
I ~ I 31~~~ I 0.09 I 26.72 I 2.08 I 71. 10 区O I 31.28 I 0.05 I 21.54 I 6.49 I 71.92 
士0.54:tI0.90土0.05土:!:0.57I j0.98士0.31土0.95士0.07:tI :ti57 I '- I 0.98 
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日:; S liz!?B S IODS IOW 2060 53 2616 232 3793 環 30.77 0.82 I 67.88 0.79 39.08 3.47 56.66 :1:0.08 十 0.56 +0.11 I +0.57 :1:0.11 十 0.60 +0.22 士0.61 
53 23 24 6 35 23 12 
国 国 例』 0.79 43.40 45.28 11.32 0.52 65.71 34.29 
:1:0.11 十 6.70 十 6.84 :1:4.35 十 0.08 十 8.02 十 8.02 
2616 12 1702 17 885 24 1702 37 297 
ぴ〉 39.08 0.46 65.06 0.65 33.83 ω30.77 1.17 82.62 1.80 14.42 
+0.60 +0.13 士0.93 +0.15 十 0.93 士0.56 :1:0.23 :t0.83 士0.29 士0.77
ぴ口。) 232 37 20 175 ぴ口。】 55 17 20 18 
3.47 15.95 8.62 75.43 0.82 30.91 36.36 32.73 
指 士0.22 土2.30 士1.80 士2.83 士0.11 士6.23 士6.49 士6.33 
297 I 18 I 3478 4544 6 I 885 I 175 I 3478 
7.83 I 0.47 I 91.70 Em8 0.13 I 19.48 I 3.85 I 76.54 
士0.44 士0.11 士0.45 :1:0.57 :1:0.05 I :i:0.59 十 0.29 I +0.63 
B j S jODS IOW Jr! B Is IODS jOW 29 I 4183 I 43 I 2439 40 I 4711 I 202 I 1741 0.43 I 62.49 I . 064 I 36.44 0.60 I 70.38 I 3.02 I 26.01 :t0.08 土0.59 I :1:0.10 十 0.59 十 0.09 士0.56 十 0.21 十 0.54 
40 16 23 1 29 16 11 2 
間 0.60 40.00 57.50 2.50 回 0.43 55.17 37.93 6.90 
士0.09 十 7.75 :t7.82 士2.47 士0.08 :t9.23 十 9.01 +4.71 
4711 11 3812 23 865 4183 23 3812 48 300 
ぴ7 70.38 0.23 80.92 0.49 18.36 ぴ】 62.49 0.55 91.13 1.15 7.17 
十 0.56 十 0.07 士0.57 士0.10 十 0.56 十 0.59 :1:0.11 十 0.44 十 0.16 +0.40 
ぴ凸。) 202 48 10 144 ぴ日。) 43 23 10 10 
3.02 23.76 4.95 71.29 0.64 53.49 23.26 +236.4264指 土0.21 :t2.99 士1.50 十 3.18 :1:0.10 :1:7.61 :t-6.44 
。E立 1741 2 300 2439 1 865 144 1429 26.01 0.11 17.23 0.57 I 82.08 ~ 36.44 0.04 35.47 土50.9480 58.59 土0.54 土0.08 +0.91 士0.18 I :t0.92 :t0.59 :t0.04 士0.97 :t1.00 
S (以下S=S)は64.87%::1:1.01%である。
対照紋の各指計の検討に当つては (1)左手を基準
とした場合 (2)右手を基準とした場合の二つの場合
についてこれを観察したい。但しこの場合指紋に対
する対照紋の分布は省略し(1)対照紋の順位 (2)指
紋と対照紋の一致度についてのみ述べる ζ とにす
る。
A. 左手を基準とした場合(第 26表)
(1)指紋に対する対照紋の順位
第 26表(同一順位の欄内に二つの紋型が記入さ
れている場合は，両者の聞に確差のないこと，即ち 
順位の未決定を示す〉を大観するに，指紋応対する
対照紋の順位はB及び ODSにおいて未決定の分野 
が多く， 乙れに反して S及び OWにおいては未決
定の分野は可成少L、。乙の事実はB及び ODSの様
に出現率の低い紋型と S及び OWの様に出現率の
高い紋型との相違を示すものであって， B及び ODS
は少数観察を意味し，乙れに反して S及び OWは
多数観察を意味するものである。しかして 6694人
(各指計)という比較的多数の観察においても，順
位未決定の分野がかくの如く相当数存在するという
ことは，この観察が多数観察であっても，あらゆる
未決定の分野が消失する大数観察でないことを示す 
ものであろう。従って ζの各指計における成績は後 
に述べる五指計及び十指計の成績との関連におい
て，その意義を考察せねばならな~'0 
B:Brc.対する対照紋の順位が確差によって決定
されているのは，示指lとおける第一位S，第二位 B
(S-B:差=16.99%士3.39%)のみであって，中指
における第一位 S，第二位 B(S-B:差=31.82%
士4.30%)は対照紋の分布において ODSを欠いて
いるので，勿論最終決定ではない。 Bにおける他の
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第 26表 左手を基準とした場合(男) 
指紋
指別
第
一
対 位
照 第
位紋 第 
1憤 位
位
第位四
一致度
I 1I 1 II I 百 I v 工 E II IIV Iv 
S S S
S S 
B B 
S S S S SB 
1 B B OW
OW 
|忠 IOW B B I o~S I o~S 
B I ODS I ODS I 
37.42 39.32 33.88 43.40 40.00 64.87 68.09 85.04 65.06 80.92 
十 3.79 士2.40 土3.04 :t6.70 :t7.75 :t1.01 :t0.84 :t0.56 土0.93 士0.57 
指紋 OW 
工 E V I E E IV 
OW 
指別
OW 
対
照 一 O~S Iふ IODS Iム| S 
紋 第 
頂 {立
位
B B B 
87岨 17382|叶一位08致度 |21必 I~叫 1叶 8引拙5
士1.31 I:t2.30 I:t2.01 I:t1.81 土1.50 
第
一
位
0.63 0.82 0.98 0.04 0.92土 土 土 土 土 
一 S I S I S I S I S 
B B B ODS I ODS I 0凶 IODS I O~ 
位
第
1
第位四
分野はすべて未決定である。 OW，ODS，Bの順位を示すK対し，示指及び中指 
ODS: ODS においては栂指，示指，環指及び小 がこれと違って S，OW，B，ODSの順位を示す乙
指において見掛上第一位 OWが決定されているが， とは指別的差違を示すものとして注目される。
第二位がすべて未決定なので，五指計及び十指計と OW: OW K対する対照紋の順位は，環指及び小
の比較考察を必要とする。 指の第三位が未決定であるのみで他はすべて決定さ 
S: S IL:対する対照紋の順位は，環指及び小指に れている。即ち栂指，示指及び中指共 OW，S，ODS， 
おける第三位及び第四位が未決定であるのみで他は Bの順位を示し(栂指.OW-S:差=79.32%:t0.82 
すべて決定されている。即ち栂指Kおいては S， 歩合;示指.OW-S:差=53.23%士1.00%，中指. 
OW，ODS，Bの順位を示し (Sー OW:差=36.78% OW-S:差=44.38%:t1.36%)，とれら各順位の間 
:t1.31%)，これら各順位の聞には何れも確差が存在 には何れも確差が存在する。環指及び小指において
する。，示指においては S，OW，B，ODSの順位を はOWの第一位， Sの第二位が決定されているのみ
示し (Sー OW:差=45.29%土1.13%)，ζれら各順 である。しかして OWの場合，栂指，示指及び中指
位の聞には何れも確差が存在する。中指においても 共に同一の OW，S，ODS，Bの順位を示している ζ 
S，OW，B，ODSの順位を示し (S-OW:差=、 とは，指別的差違のないものとして、注目される。 
73.79%士0.75%)，とれら各順位の聞には何れも確 (2)指紋と同一紋型の対照紋の一致度(第 25表
差が存在する。環指及び小指においては Sの第一位， 及び第 26表) 
OWの第二位が決定されていのみで，上述の様l乙第 ζ).Iとおいては各紋型の出現実数を基礎数字とし
三位及び第四位は未決定である。しかして栂指がS， て，乙れと同一紋型の対照紋の一致度を算出したも
V 
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のである。従ってその一致度はあくまでもその紋型
の出現実数を基礎数字として算出されたものである
ので，基礎数字を異にする他の紋型の一致度との比
較には用いられない。従ってその活用は毛の紋型の 
出現実数を基礎数字とした一致度の高低という意味
に限定されねばならない。しかして他の紋型の一致
度との比較は，同ーの基礎数字即ち乙の各指計の場
合においては 6694という検査人員数或は検査指数
lと立脚したものでなければならない。乙の点につい 
ては別の条下において述べること〉し，乙》におい
ては紋型の出現実数を基礎数字とした一致度につい
てのみ触れたい。
B=Bの一致度は環指 (43.40%士6.70%) Iとおい
て最も高く，中指 (33.88%士3.04%)において最も低
い。 B=Bの一致度が上述の様な数値を有する ζ と 
はBなる紋型の性格を示すものとして注目される。 
ODS=ODSの一致度は栂指 (21.45%士1.31%) 
において最も高く，小指 (4.95%:t1.50%)におい 
て最も低い。 ODSの場合において，一般的にその
一致度が極めて低いことは ODSなる紋型の安定性
の弱いことを示すものとして注目される。
S=Sの一致度は中指 (85.04%:t0.56%)におい
て最も高く，栂指 (64.87%:t1.01%)において最も
低い。 Sの場合において，その一致度は各指を通じ
て高い値を示していることは， Sなる紋型の強い安
定性を示すものとして注目される。 
ow=owの一致度は環指 (91.70%:t0.04%)に
おいて最も高く，中指 (71.10%:t0.989合)において
最も低い。 owの場合において，その一致度がすべ
ての指を通じて Sよりも高く， 71%以上の数値を示 
すことは Sの場合におけると同様の意味において注
目される。
B. 右手を基準とした場合(第 27表)
(1)指紋lζ対する対照紋の順位 
Bの場合においては，栂指. B，S示指及び中指.
S，B と第一位及び第二位が決定されているが，第
第 27表 右手を基準とした場合(男)
指紋 S 
指別 I IV V I E E IV 
第
一
女す 位
照 第一一
紋 位第 
}I頂
位
位
位第四
一致度
SB S S B 
S B B 
広!忠 Ig~ I 
72.62 41.12 43.16 65.71 
十 4.87 十 2.41 :t3.59 士8.02
S 
B 
55.17 
士9.23 
S S S S 
OW 
miB|B[OD510DS
ODS I ODS I B B 
B 
80.58 70.15 79.90 82.63 91.13 
士0.82 士0.83 土0.61 :t0.83 士0.44 
指絞 ODS ow 
指別 工 E 直 百 V I E 直 百 V 
女す
照
紋
}I頂
位
第
一
位
第
一
位
第 
位
|言|守|S 
ow |ム l 
B B 
OW 
S S S S 
鵬 IODS ¥ ODS ¥ ODS IODS 
第位四 B IB IB IB IB 
判 7119171ペ7刊回関
土0.78 士0.83 士0.98 士0.63 土1.00
l叫 1叶訂32i引間一致度 士2.11 I :t2.31 土4.06 士6.49 土6.44 
V 
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三位及び第四位は未決定である。た Y乙の場合第 26 
表における示指及び中指における第一位 S，第二位
Bの成績が，第 27表の同一所見によって確認され
ることは注目される。 
ODSの場合においては，左手基準の場合におけ
るそれよりも未決定の分野が多い。 
Sの場合においても，左手基準のそれよりも未決 
定の分野が多く，第四位まで決定されているのは栂
指のみである。即ちこ〉においては S，OW，ODS， 
Bの順位を示し (Sー oW:差=70.98%::t1.02%)， 
これら各順位の間lζは何れも確差が存在する。しか
してこの栂指における S，OW，ODS，Bの順位が，
左手基準の場合における栂指のそれと全く一致する
乙とは注目される。
OWの場合においては，すべての指において順位
が決定し， OW，S，ODS，Bの順位を示し (OWー
S:差=栂指.42.18%士1.03%，示指.47.60%:t1.13 
ODS=ODSの一致度は栂指 (37.80%:1:2.11%) 
において最も高く，示指(19.57%士2.31%)におい 
て最も低い。
S=Sの一致度は小指 (91.13%土0.44%)において 
最も高く，示指 (70.15%土0.83%)において最も低
ow=owの一致度は環指 (76.54%士0.63%)に
おいて最も高く，小指 (58.59%士1.00%)において
最も低い。 
C. 各紋型の各指における一致度の左右合計
と〉においては左手及び右手という左右差を無視
して，各指における成績を左右合計して検討したい。
即ち各紋型の各指における一致度の平均値を知ろう
とするものである。しかしてこれはあく迄も各指の 
個性を生かした各指計であって，五指計ではなく唯
その際左右差は無視されるものである。その計算K 
当つては，左手基準の場合の一致度主右手基準の場
%，中指.50.38%士.1.33%，環指.57.06%:t0.86%， 合の一致度とを合算して算術平均を出すのでなく，
小指.23.12%土1.39%)，乙れら各順位の聞には何れ
も確差が存在する。 OWにおけるこの成績は対照紋
の順位に指別的差違のないことを示すものであって
左手基準の場合における同ーの成績と共に注目に値
する。
(2)指紋と同一紋型の対照紋の一致度(第 25表
及び第 27表)
B=Bの一致度は栂指 (72.62%:t4.87%)におい
て最も高く，示指 (41.12%:t2.41%)において最も
低い。
紋型の出現実数を基礎数字として計算するのであ
る。例えば栂指においては，左手基準の場合はBの
実数 163K対し， B=Bの一致度は 61，右手基準の
場合は実数 84 fl:対して， B=Bの一致度は 61であ
るから， 163+841乙対する 61+61の比率を算出する 
ものである。しかして以上の様lとして算出された各
紋型の各指における左右平均の一致度は第 28表の 
通りである。乙の表の数値は各紋型の各指Cとに何
れもその算出の基礎数字を異lとしているので， ζれ
によって他の紋型との一致度の高低を比較する ζと
第 28表 各紋型の各指における左右平均の一致度(男〉 
B S 
工 E E 百 V 工 E m 百 V 
49.39 40.20 31.18 52.27 46.38 71.88 69.10 82.39 72.80 85.72 
士3.18 士1.73 十 2.02 士5.32 士6.00 士0.62 土0.59 :1:0.42 士0.65 士0.37 
ODS OW 
r 直|百|刊 1 r m N工 V 
;:;l Jf;|;:21J;;|士:;:lJ;;lJ;:;iJU;|;;:|::;
は出来ない。しかしながら，ある紋型のある指にお 指における ODS=ODSの一致度 (8.16%:t1.75%) 
ける出現実数を基礎数字とした場合の一致度という が最も低t¥傾向を示している。
条件の下において，その高低の大体の傾向を推定す 第2項五指計
ることが出来る。第 28表によれば，小指における 乙〉においては五本の指における指紋に対する対 
S=Sの一致度 (85.72%:t0.37%)が最も高く，小 照紋の関係を五指総計して観察する。従って指別は
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撤廃されるが側別は尚存在する。既に男性各指計に (1)指紋に対する対照紋の順位 
おいて明かな様R，指紋l乙対する対照紋の順位は指 B 1<::対する対照紋の順位は第一位S，第二位Bと
別的差違を示すが， OWR対するそれは指別的差違 決定しているがゆーB:差=19.78%士2.26%)，第
は示していないという事実は，五指計の考察におい 三位及び第四位は未決定である。 SR対する対照紋
て充分考慮されねばならない。 の順位も第三位及び第四位が未決定であり，第一位 
A. 左手を基準とした場合(第 29表及び第 30表) S，第二位 OWが決定しているのみである (Sー OW
第 29表 五指計に於ける指紋lζ対する対照紋の関係〈栃木県男〉
左手を基準とする場合 右手を基準とする場合 
B / S 1 ODS 1 OW!ムヶ B / S / ODS IOW 732 I15862 I 1016 I15860 910 I17344 I 1913 I13303 2.19 I 47.39 I 3.04 I 47.39 2.72 I 51.82 I 5.72 I 39.75 十0.07 士0.27 I:1:0.09 十0.27 +0.09 I+0.27 I:1:0.13 I+0.27 
344' I 524 I 12 I 30 ー732 344 I 362 I 8 I 18 
37.80 I 57.58 I 1.32 I 3.30 国 2.19 46.99 I 49.45 I 1.09 I 2.46 
十0.07 士1.80 I:t:1.80 士0.38 士0.57 
17344 362 12921 337 3724 15862 I 524 1984 
ぴ3 51.82 2.09 74.50 1.74 ぴ7 47.39 3.30 81.46 I 2.73 12.51 
士0.27 士0.10 十0.33 :t:O.10 十0.24 十0.27 :t:O.16 士0.31 I:t:O.12 :t:O.26 
。ぴ白3 1913 8 433 326 1146 。口ぴ】 1016 12 337 326 341 
5.72 0.32 22.63 17.04 59.91 3.04 1.18 33.17 32.09 33.56 
士0.13 士0.01 :t:O.96 士0.86 十1.10 :t:O.09 :t:O.34 十1.41 士1.41 一←1.41
区。 13303 18 1984 341 10960 15860 30 3724 1146 10960 39.75 0.14 14.91 2.56 82.39 EOZ 47.39 0.19 23.48 7.23 69.10 
:t:O.27 士0.03 :t:O.31 :t:O.13 :t:O.33 :t:O.27 土0.03 十0.34 :t:O.20 j土0.37
第 30表 五指計における対照紋の関係(男性)
側別 左手を基準とした場合 右手を基準とした場合1 
指紋 B I S 1 ODS I OW 
S 
[/ I S IODS [ OW 
1I 
対 IS I S I.OWIOW B 
S OW1: |:E| 

|B I照 I7I B I ow I S I S OW S 
順 I!I;ユ|よ [ODS I ODS B ODS || ODS 
位 I!I II B I B l lB 
46.99 81.46 69.10 
土1.80 十 0.31 :t:O.37一致度 112lzzlJ;2132 |J2[ 
:差=63.03%:t:0.41%)oODS R対する対照紋の順 以上の成績からして ODS及び OW![対する対照
位は OW，S，ODS，Bの順位を示し (OW-S:差 紋の順位が最終的に決定されている事は注目すべき 
=37.28%士1.46%)，とれら各順位の聞には何れも確 所見である。
差が存在する。 OWR対する、対照紋の順位も OW， (2)指紋と同一紋型の対照紋の一致度(第 29表 
S，ODS，Bの順位を示し (OW-S:差=67.48%:t: 及び第 30表) 
0.45%)，ζれら各順位の聞には何れも確差が存在す と訟においては OW=OWの一致度 (82.39%士
る。ー  0.33%)が最も高く， ODS=ODSの一致度 (17.04 
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%士0.86%)が最も低い。 
B. 右手を基準とした場合(第 29表及び第30表〉 
(1)指紋に対する対照紋の順位
乙の場合においては OWR対する対照紋の順位
が最終的に決定されているのみで，他はすべて未決
定である。しかして B及び ODSにおいて特にそれ
が著しい。乙の両者は各指計 (6694指〉において未
決定の分野が多かったが， 五指計 (33470指〉にお
いてもその状態は殆んど変化していない。この成績
はODS及び Bの両者の出現頻度が低いという乙と
から来る当然の結果である。 SR対する対照紋の順
位は各指計において (1)S，OW，ODS，B (2) S， 
OW，B，ODSの二つの式を示しているので，五指
計においてはこの両式の相殺が行われ，その結果と
して第三位及び第四位が未決定となったものと推定
される。 OWR対する対照紋の順位は左手基準の場
合と同様に OW，S，ODS，Bの順位を示し (OW-
S:差=45.62%:::!::0.48%)，これら各順位の聞には何
れも確差が存在する。
尚第 30表における OWR対する対照紋の順位が
左右差を示きない乙とが確認される。 
(2)指紋と同一紋型の対照紋の一致度(第 29表
及び第 30表)
乙'>1とおいては S=Sの一致度 (81.46%土0.31%)
が最も高く， ODS=ODSの一致度 (32.09%土1.41
%)が最も低い。 
第31頁十指計(第 31表及び第 32表〉
(1)指紋応対する対照紋の順位
乙〉においては，左手基準及び右手基準の五指計
を合計して，十指計として観察する。しかして十指 
計であるから勿論指別及び側別は共に失われている
が，その成績を判断するに当つては，各指計及び五 
指計における所見が充分に顧慮されねばならない。
即ち各指計において，指紋に対する対照紋の順位が
(1) S，OW，ODS，B， (2) S，OW，B，ODSの二
つの式を示すこと〉並びに OWR対する対照紋の
順位が OW，S，ODS，Bの単一の式を示すとと，
更に五指計において対照紋の順位K何等の左右差が 
存在しないこと等の成績は充分考慮されねばならな 
Blr対する対照紋の順位は十指計において初めて
最終的に決定し， S，B，OW，ODSの順位を示し
(Sー B:差=12.06%:::!::1.70%)，ζれら各順位の聞に
は何れも確差が存在する。 Slr対する対照紋の順位 
は，五指計におけると同様に依然として第三位及び
第 31表十指計に於ける指紋lζ対する対
照紋の関係(栃木県男〉
Sぷア可 B IODS IOW 
1642 20 48 
国 
2.45 .90 I 53.96 1.22 2.92 
士41.20 士1.20士0.06 ::!:0.27 士0.42 
33206 886 25842 5708770 
ぴ〉 49.61 2.67 77.82 2.32 17.19 
十 0.19 +0.22士0.09 ::!:0.08 士0.20
20 6522929 770 1487 
ぴ口。)
26.29 22.26 50.774.38 0.68 
+0.15 士0.77 士0.92+0.08 士0.81
1487 2192029163 48 5708。E三 5.100.65 19.57 75.1643.57 
十 0.23 士0.12 土0.25士0.45士0.19
第 32表十指計における対照紋の関係(男性)
指紋[ B S |ODS IOW 
革照
第位
一
第位
第位
第四位 
S 
B 
OW 
S 
OW 
B 
ODS 
S 
ODS 
S 
I ODS 
ODS B B 
141ぺ77m|22ml7M
一致度 士1，20 I::!:0.2 土0.77 I::!:0.25 
第四位が未決定であるが，その理由は五指計のとこ 
ろで述べた通りであろう。 ODS，OW R対する対照
紋の順位は何れも.五指計におけると同様に OW，S， 
ODS，Bの順位を示し，これら各順位の聞には何れ
も確差が存在する。
(2)指紋と同一紋型の対照紋の一致度
乙の場合 S=Sの一致度 (77.82%:::!::0.22%)が最
も高く， ODS=ODSの一致度 (22.62%:::!::0.77%)が 
最も低L'o
第 2節女 性 (7142人〉
第 11買 各指計(第 33表)
A. 左手を基準とした場合(第 34表〉
(1)指紋に対する対照紋の順位
第34表を大観するに，指紋に対する対照紋のJI頂 
位は， B，ODS及び Sにおいて未決定の分野が多い
が，これに反して OWは各指において決定してい 
る。
BK対する対照紋の順位が確差によって決定され
ているのは，中指における第一位S，第二位 B(Sー
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第 33表 各指計に於ける指紋l乙対する対照紋の関係(栃木県女〉
基準とした場合 右手を基準とした場合
B IS IODS I0w 卜対照紋IB IS IODS IOW 
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246 199 1538 
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2673513 
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日 
182693 
38.31 0.66:t
 0.15C l士0.58 
OIODS II
B
195 
B 
 SI~ 対照紋 一;2士一士一1十二4+ニ]7±一maAU一aL一6Z弘一1LZ一回AtlM w mヮ“  
4313801642 1 "" 
5.32 
'" 
0.27:t
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911
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一一
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5.11:t
 0.30 ぴ3 3.776.4560.54 1.83 +0.26士0.37士0.58 +0.20 
93140 Iω280 1431 1ぴ3
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+2.21 |士0.23 十 0.36 +2.811日 +0.28 +0.23 m m ω
1642 3 1402007 6 
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二? B I S IODS IOW lXB. 1 S IODS IOW 47 I 2815 I 116 I 4164 95 I 3111 I 285 I 3651 環 0.66 I 39.41 I 1.62 I 58.30 1.33 I 43.56 I 3.99 I 51.12 士0.10 士0.58 I :t0.15 I :t0.58 +0.14 I :t0.59 I :t0.23 I +0.59 
95 37 51 7 47 37 9 1 
国 1.33 38.95 53.68 7.37 B 0.66 78.72 19.15 2.13 
士0.14 士5.00 士5.12 士2.68 十0.10 :t5.97 :t5.74 :1-2.10 
3111 9 2289 42 771 2815 59 416 
ぴ3 43.56 0.29 73.58 1.35 2.48 S 39.41 1.81 I 81.31 2.10 14.78 
士0.59 十0.10 士0.79 :t0.20 :1-0.88 +0.58 :t0.25 I :t0.73 :t0・27 :t0.67 
ぴ口。】 
285 59 37 189 
ぴ口。) 
116 42 37 37 
3.99 20.70 12.98 66.32 1.62 36.21 31.90 31.90 
指 士0.23 :t2.31 士1.91 士2.8()" 十0.15 +4.46 十4.33 +4.33 
Eoz 
3651 1 416 37 3197 
己。主 
4164 7 771 189 3197 
51.12 0.03 11.39 1.01 87.57 58.30 0.17 18.52 4.54 76.78 
十0.59 :t0.03 十0.53 :t0.16 十0.55 十0.58 +0.06 十0.60 :t0.31 +0.65 
iz!? B I S IODS IOW コ 
B I S IODS IOW 
95 I 5288 I 235 I 1524 
0.67 I 70.85 I 1.13 I 27.35 1.33 I 74.04 I 3.29 I 21.34 
:t0.l0 士0.54 I :t0.13 I :t0.53 :t0.14 I :t0.51 I :t0.21 I -1-0.48 
95 34 60 1 48 34 12 2 
∞ 1.33 35.79 63.16 1.05 ∞ 0.67 70.83 25.00 4.17 
+0.14 +4.92 :t4.95 :t1.00 +0.10 :t6.56 :t6.25 十2.89 
5288 12 4580 40 656 5060 60 4580 92 328 
ぴ】 74.04 0.23 86.61 0.76 12.41
ぴ〉 70.85 1.19 90.51 1.82 6.48 
:t0.51 十 0.07 士0.47 士0.11 土0.45 十0.54 十0.15 :ーt0.41 士0.18 +0.35 
ぴ口。) 
235 92 22 121 
ぴ。口3 
81 40 22 19 
3.29 39.15 9.36 51.49 1.13 49.38 27.16 23.46 
指 -t-0.21 十3.18 ::b1.90 十3.26 +0.13 十5.55 十4.94 十4.71 
1524 2 328 19 1175 
区。 
1953 1 656 121 1175 
区。 21.34 0.13 21.52 1.25 77.10 27.35 0.05 33.59 6.20 60.16 
土0.48 士0;09 +1.05 :t0.28 十1.08 士0.53 +0.05 土1.01 土0.55 土1.10 
B:差=41.58%士3.25%)のみであって，小指Kお
ける第一位S，第二位 B(S-B:差=27.37%士6.98
%)は，対照紋の分布Kおいて ODSを欠いている 
ので勿論最終決定ではない。 Bにおける他の分野は
すべて未決定である。
ODS においては，中指においてのみ S，OW， 
ODS及び Bの順位を示すが，他の指においては真
の第一位(例.揖指，小指)，或は第二位(例.示指，
差=56.48%:t0.98%)，ζれら各順位の間には何れ
も確差が存在する。中指においては S，OW，B-
ODS群の順位を示し (Sー OW:差=83.63%士0.58
%)，乙れら各順位の開花は何れも確差が存在する。
環指においては S，OWー ODS群， Bの順位を示し 
(Sー OW:差=71.10%士1.18%)，ζれら各順位の間 
には何れも確差が存在する。小指においては揖指と
同様 S，OW，ODS，Bの順位を示し (Sー OW:差
環指〉が未決定なので，五指計及び十指計との比較、=7 4.20%:t0.65%)，これら各順位の聞には何れも
考察を必要とする。
Slr対する対照紋の順位は，中指の第三位，環指 
の第二位が未決定であるのみで，他はすべて決定さ 
れている。即ち栂指においては S，OW，ODS，Bの
順位を示し (Sー OW:差=60.47%::!::O.98%)，ζれ
ら各順位の聞には何れも確差が存在する。示指にお
OW:ー(Sの順位を示しODS，色B，OW，Sいては 
確差が存在する。しかして栂指及び小指が S，OW， 
ODS，Bの順位を示すに対し，示指がこれと違つて
S，OW，B，ODSの順位を示すことは，指別的差違
を示すものとして注目される。 
OWlr対する対照紋の順位は，各指共決定されて
いる。即ち各指共 OW，S，ODS，Bの順位を示し
(揮指.OW-S:差=57.72%土1.17%;示指.OW-
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第 34表 左手を基準とした場合(女〉
指紋 B 工 
工 E E 百 V 工 E指別 
E 
lV V 
第位 S S S S SS S 一
 
第位

対
照、 ow I ow I怨 Iow 鉱 18昆 I B jow I B 
第位関紋)1 BODs iB 1035 
I ow 
lI 18忍 IOW 
位 位第四 B I ODS I 
41.67 45.72 28.68 38.95 35.79 I 75.97 73.84 73.5890.08 86.61 
一致度 
士2.69 士2.10 士2.30 士5.00 士4.92 +0.75 士0.74 +0.45 士0.79 士0.47
S 
B 
S 
B 
S 
B 
指 紋 ODS OW 
指 別| I E E lV V 工 E JI lV 
OW OW uw S 
S O~S I ow S ODSODS 
B B 
h 
B 
一一!一|9「7叶門町 士1.901 :t0.90
ow 1 ow 1 ow 
共ナ 
第位照 S S S S S 
一  紋
頂)1 第位 ODS I ODS I ODS I ODS I ODS 
位 笛イす 
B B B B 
一致度-..て| US7|7710】-..，.. 士0.87 土1.01 土0.55 士1.08 
S:差=49.87%:t1.18%;中指.OW-S:差=27.61
%士1.43%;環指.OW-S: 差=76，18%士0.76~合;
小指.OW-S:差=55.58%士1.51%)，これら各順
位の聞には何れも確差が存在する。 
(2)指紋と同一紋型の対照紋の一致度(第33表
及び第 34表) 
B=Bの一致度は示指 (45.72%士2.10%)におい
て最も高く，中指 (28.68%士2.30%)において最も
低い。 
ODS=ODSの一致度は栂指 (37.80%士1.40%)
において最も高く，小指 (9.36%:t1.90%)において
最訂正い。 
S=Sの一致度は中指 (90.08:t0.45%)において
最も高く，環指 (73.58%:t0.79%)において最も低 
-OW=OWの一致度は小指 (77.10%士1.08%)に
おいて最も高く，中指 (60.79%:t1.01%)において
最も低い。 
B. 右手を基準とした場合(第35表) 
(1)指紋に対する対照紋の順位 
Bの場合においては，環指において第二位が未決
定の他は，すべて第一位 B，第二位Sの順位を示し
ている。但し小指Kおける第一位 B，第二位 S(B 
-S:差=45.83%:t9.06%)は対照紋の分布におい
て， ODSを欠いているので勿論最終決定ではない。
栂指，示指，中指における第三位，第四位は未決定
である。 
ODSの場合においては，左手基準の場合におけ
るそれよりも未決定の分野が更に多い。 
Sの場合においては，左手基準の場合におけるそ
れよりも決定せる分野が多く，揖指，示指，中指に
おいて第四位まで決定しているが，環指，小指にお
いては第二位まで決定し，第三位，第四位は未決定
である。即ち揖指においては S，OW，ODS，Bの
順位を示し (Sー OW:差=62.47%::t0.94~合)，示指，
中指においては何れも S，OW，B，ODSの順位を
示し (Sー OW:示指.差=56.46%士0.97%，中指.
差=61.86%:t0.76%)，これら各順位の聞には何れ
も確差が存在する。環指，小指においては，上述の
様に第一位 S，第二位 OWを示すが (S-OW:環
指.差=66.53%士0.99%，小指.差=84.03%:t0.54 
%)，第三位，第四位は未決定である。 
OWの場合においては，左手基準の場合と全く同
様，各指共OW，S，ODS，Bの順位を示し (OW-
S:差=揮指.47.27%士1.18%，示指.48.02%:t1.18 
%，中指. 57.31%::t1.37%，環指.58.26%士0.88%，
V 
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第 35表 右手を基準と した場合(女〉
指 紋 B S 
指 別 工 E E 百 V 工 E E IV V 
第位 S S S S SB . B B IBB .1大す
S IS S O~ 1S ow|1ow|1 ow|ow|ow 
第位 IO~S.1B O~S憤)1 怨 /8忍/8忍1 I ow 
位 位第四 B I I 1ODS .ODSI 1 I 
75.68 54.55 55.90 78.72 70.83 74.04 72.76 74.62 81.31 90.51一致度、 
士2.30 :t6.56 :t0.76 士0.75 士0;60 士0.73 土0.41士3.15 士3.56 士5.97 
I 
I
1
I紋照 第位
指 紋 ODS OW 
指 別 I E E IV V I E E IV V 
OW 
S 
ODS 
S 
ODS 
OW 
ODS 
B 
s 
OW
第 一 位 一 純 一 一 一 純 一 一 一 蔚 一 四
対照紋順位
OW 
S 

ODS 

B 

60.16 
一致度 
小指.26.57%士1.49%)，これら各順位の間には何れ
も確差が存在する。 
(2)指紋と同一紋型の対照紋の一致度(第 33表
及び第35表) 
B=Bの一致度は環指 (78.72%:t5.97%)におい
て最も高く，示指 (54.55%土2.30%)において最も
低い。 
ODS=ODSの一致度は栂指 (46.73% :t1.60%) 
において最も高く，示指 (23.08%:t2.10%)におい
て最も低い。
士1.10 
S=Sの一致度は小指 (90.51%士0.41%)Iとおい
て最も高く，示指 (72.76~合士0.75%) において最も
低い。 
OW=OWの一致度は環指 (76.78%:t0.65%)に
おいて最も高く，小指 (60.16%士1.10%)において
最も低い。 
c. 各紋型の各指における一致度の左右合計(第 
36表〉
第 36表によれば，小指における S=Sの一致度 
(88.52%士0.31%)が最も高く，小指における ODS
第 36表 各紋型の各指における左右平均の一致度(女) 
B S 
工 E E 百 V 工 E 直 百 V 
53.74 49.75 52.11 47.55 75.00 73.30 83.32 77.25 88.52 
士2.18 :t1.59 士2.02 士4.19 :t4.18 士0.53 :t0.53 士0.49 士0.54 士0.31 
ODS OW 
工 E E 百 V 工 E E IV V 
26.16 18.45 13.92 69.67 70.88 66.87 81.81 67.59 
:t1.09 I :t1.50 土1.65 十1.94 +1.95 士0.64 士0.62 :t0.78 十0.44 土0.79
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=ODS の一致度 (13.92% :t1.95%)が最も低い傾 の聞には何れも確差が存在する。 S!C::対する対照紋
向を示している。 は， S，OW，ODS，Bの順位を示し， (Sー OW:差
第 2項五指計 ♂ =66.75%士0.38%)，乙れら各順位の聞には何れも 
A. 左手を基準とした場合(第37表及び第38表) 確差が存在する。 ODS，OW応対する対照紋は，共 
(1)指紋に対する対照紋の順位 !C:OW，S，ODS，Bの順位を示し (OW-S:差= 
BK対する対照紋は， S，B，OW，ODSの順位を ODS.10.50%士1.36%，OW. 56.30% ::t 0.53~合)，これ
示し (S-B:差=17.79%士1.78%)，これら各順位 ら各順位の聞には何れも確差が存在する。
第 37表 五指計に於ける指紋K対する対照紋の関係(栃木県女)
左手を基準とした場合 右手を基準とした場合 
1B|S1D| 
lX1B13lm|926 I19809 I 1785 I13190 1444 I19495 I 2484 I12287 
2.59 I 55.47 I 5.00 I 36.94 4.04 I 54.591. 6.96 I 34.41 
:t0.08 I:t0.26 士0.12 I:t0.26 :t0.1O士0.26 I.:t0.13 士0.25 
1444 566 823 16 39 926 566 336 4 20 
国 4.04 39.20 56.99 1.11 2.70 
.国 
2.59 61.12 36.29 0.43 2.16 
:t0.10 十1.21 :t:1.30 士0.28 士0.40 士0.08 士1.60 士1.51!士0.21 十0.48 
19495 504 2821 19809 774 2378 
ぴ〕 54.59 1.72 I 81.22 2.59 14.47 ぴ3 55.47 4.15 I 79.93 3.91 12.00 
:t:0.26 士0.09 I:t:0.28 +0.11 +0.25 士0.26 土0.14 I:t0.28 +0.13 士0.23
。ぴ口】 2884 4 774 671 1035 。ぴ口7 1785 16 504 671 594 
6.96 0.16 31.16 27.01 41.66 5.00 0.90 28.24 37.59 33.28 
+0.13 十0.08 士0.93 十0.88 士0.99 十0.12 +0.22 +1.01 十1.10 十1.10 
12287 20 2378 594 9295 
oEz 
13190 
Eoz 34.41 0.16 19.35 4.83 75.65 36.94 0.30 I 21.39 7.85 I 70.47 
土0.25 i:t0.04 士0.36 士0.21 :t0.39 +0.26 土0.05 I:t0.37 :tO.23 土0.40
第 38表 五指計における対照紋の関係(女性)
狽リ 左手を基準とした場合 右手を基準とした場合
指 
女す
日召
第位
一
第位 
B 
，S 
B 
S 
S 
IODS 
S 
I OW 
S 
B 
B 
S 
S 
S 
I ODS 
S 
IOW 
S 
!紋|憤 第位 OW IODS IODS B 
位言位 IODS I B B B S r B 
(2)指紋と同一紋型の対照紋の一致度(第 37表 の順位が決定されているが，他は未決定である。 B
及び第 38表) に対する対照紋の順位は，左手基準の場合と異り，
こ〉においては S=Sのー致度 (81.22%:t0.28%) B，S，OW，ODSの順位を示し (B-S:差=24.83
が最も高く， ODS=ODSの一致度 (27.01%士0.88 %::t2.20%)，乙れら各順位の聞には何れも確差が存
%)が最も低い。 在する。 OW!乙対する対照紋は，左手基準のそれと 
B. 右手を基準とした場合(第 37表及び第38表) 同様 OW，S，ODS，Bの順位を示し (OW-S:差 
(1)指紋に対する対照紋の順位 =49.08%士0.54%)，とれら各順位の聞には何れも
この場合においては， B及び OWK対する対照紋 確差が存在する。
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(2)指紋と同一紋型の対照紋の一致度(第 37表
及び第 38表)
乙〉においては S=Sの一致度 (79.93%士0.28%)
が最も高く， ODS=ODSの一致度 (37.59%士1.10
%)が最も低い。
第 31頁 十指計(第一 39表及び第40表) 
(1)指紋lζ対する対照紋の順位
乙〉においては，男性の場合よりも未決定な分野
が多く，第四位まで決定しているのは僅に OWの
場合のみである。即ち OW，S，ODS，Bの順位を
示し (OW-S:差=52.569る士0.38%入ζれら各順
位の聞には何れも確差が存在する。 
(2)指紋と同一紋型の対照紋の一致度
この場合 S=Sの一致度 (80.59%:l:0.19%)が最
も高く， ODS=ODSの一致度 (31.44%:l:0.71%)が
最も低い。
第 39表 十指計l乙於ける指紋l乙対する対照紋
の関係(栃木県女)
O mQU o wよヴIB 
1132 202370 1159 59 
国 0.843.32 47.76 48.90 2.49 
十1.00 十0.18 十0.32+1.00士0.07 
1278 519939304 1159 31668 
ぴ】 3.25 13.2355.03 2.95 80.59 
士0.09 士0.19 :l:0.09 :l:0.17士0.19
20 1278 1342 16294269 
7ぴ。口 
29.94 31.440.47 38.165.98 
士0.70 +0.71+0.10 士0.74l 士0.09 
16295199 1859025477 59 
主主。 0.23 6.3935.67 20.41 72.97 
十0.18 士0.03 :l:0.25 士0.15 士0.28
べて確差lとより順位の決定した場合についてのみ述
べる。先ず各指計について見るに，左手を基準とし
た場合， B及び ODSK対する対照紋の順位は，男
女両性を通じて唯一つの場合(女性，左手基準 ODS
中指:S，OW，ODS，B)を除きすべて未確定なの
で，これを除外する。 SK対する対照紋の順位は，男
女両性を通じて，栂指においては S，OW，ODS，B 
の順位を示し，叉示指においては S，OW，B，ODS 
の順位を示し，その関係は両性において全く同様で
ある。 OWK対する対照紋の順位は，ー順位の決定し
たすべての指(男性:栂指，示指，中指，女性:す
べての指)において，すべて OW，S，ODS，Bの順
位を示し，男女向性の間l乙何等の区別は存在しない。
次iζ各指計右手を基準とした場合について見るに 
SK対する対照紋の順位は，栂指において男女両性
共 S，OW，ODS，Bの順位を示し，両性の聞に何
等の差別は存在しない。 OWK対する対照紋の順位
は，両性共すべての指において OW，S，ODS，B 
の順位を示し，その関係は全く同様である。
次比五指計について見る R，左手を基準とした場
合，男女両性を通じて， ODS K対する対照紋の順
位は OW，S，ODS，Bの順位を示し，叉 OW1:対
するそれは OW，S，ODS，Bの順位を示し，両性
の間l乙何等の差別は存在しなし、。右手を基準とした
場合， OWI乙対する対照紋の順位は，男女両性共同
様の OW，S，ODS，Bの順位を示している。
十指計においては，比較の対象はなりうるものは 
OWのみであり， OWrc対する対照紋の順位は，両
性共同様の OW，S，ODS，Bの順位を示している。
之を要するに各指計，五指計及び十指計を通じて，
指紋応対する対照紋の順位は男女両性共全く同様で
あり，両性の聞に何等の差別は存在しない。
第 40表十指計における対照紋の関係(女性)
指紋 I B S ¥万長一r OW 
第位 
対 一 
照 第位 
S 
B S OW 
S 
紋 第位 
I1頂 B 
位 位第四 B 
147761M131叫 I~抑
第4章総 括
第 1節各型指般の出現頻度
著者は第 2章において，栃木県住民男子学童 6694
人，女子学童 7142人の指紋につき，各紋型の出現
頻度を各指計，五指計及び十指計はついて検討した
が，その目的はいうまでもなく，これによって日本
民族の地方差を明らかにしようとするものである。
一致度 士1.00 I:l:0.19 I:1:0.71 I:l:0.28 これと同時に指紋出現の男女両性における相違即ち
性別をも検討せんとするものである。以下その成績
第3節男性及び女性の比較 を次iと総括したい。
においては，男女両性における，指紋lζ対する対 第 11頁各指計 
照紋のJI原{立についてのみ比較検討する。しかしてす (1)個々の指lζおける各紋型の出現頻度の順位
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(第 41表，第42表〉
男女両性におけるこの関係を大観するに，左右両
手の十指の中，男性においては左手揖指，右手示指，
中指，環指及び小指，女性においては左手中指及び
右手示指において，各紋型の出現頻度の順位が未決
定であるが，その理由は要するに検査人員数の不足
によるものである。しかして男性においては十指の
中五指において，叉女性においては十指の中八指に
おいて，確差による明確なる順位が決定されている。
即ち男性においては左手示指S，OW，B，ODS，左
手中指及び小指 S，OW，ODS，B，左手環指及び右
医
会主-'.
寸一
三』 来世 誌	 第 35巻= 
手栂指においては OW，S，ODS，Bの順位を示して
いる。叉女性においては左手揖指及び小指，右手持
指，中指及び小指においては， S，OW，ODS，Bの
順位を示し，左手示指においては S，OW，B，ODS， 
左右両手環指においては何れも OW，S，ODS，Bの
順位を示している。尚男性においては，左右の環指
及び右手の揖指において OWが第一位， Sが第二位
を示しているが，女性においては，左右の環指にお
ける OW第一位， S第二位の順位は同様であるが，
右手栂指においては男性と異り， Sが第一位， OW
が第二位を示している。乙の点男女両性の相違とし
第 41表 男性各指計における各型指紋の出現頻度の順位 
手寸 
一 
手寸 
応寸Tj| I E E lV i lV 工 E E 百 llili---||  V 
!Illi--lls sS S OW S OW S OW SOW OW 
2 ODS OW OW S OW S B OW S OW 
B ODS ODS3 B ODS ODS ODS ODS ODS ODS B B 
4 ODS B B B B 
第 42表 女性各指計における各型指紋の出現頻度の順位 
手寸右「手寸 
I E JI 	 lV ilili--ill-V 工 l li- ---E E lV lili--liltv 
S S S OW S S S S OW S 
2 OW OW 	OW S OW OW OW OW S OW 
ODS B3 ODS B ODS ODS ODS ODS ODS ODSB ODS 
4 B ODS B B B B B B 
て注目される。以上の所見からして，個々の指にお 性においては左手小指における Sの 70.38%士0.56
ける各紋型の出現頻度の順位は，男女両性を通じて %(実数4711)，叉女性民話いては同様に， 左手小
次の三つに集約される。即ち (1)左手示指(男女共) 指における Sの74.04%士0.51%(実数 5288)であ
においては S，OW，B，ODSの式， (2)男性左手 り，これl乙対して最小の出現率を示すものは，男性
環指及び右手栂指並びに女性左右の環指においては においては，栂指における Bの0.43%:1:0.08% (実
OW，S，ODS，Bの式， (3)男性左手中指及び小指， 数 29)，女性においては，右手環指における Bの0.66
並びに女性左手小指，右手中指及び小指においては %土0.10%(実数 47)である。この事は例えば，女
何れも S，OW，ODS，Bの式を示している。しか 性においては 7142本の左手小指に 5288個の Sが出
して男女向性共!L，右手示指における順位がその全 現するに対し，同様7142本の右手環指においては
分野に亘って決定されていないので，最終的の事は 僅に 47個の Bが出現するに過ぎない事を示すもの
いわれないが，左手示指l乙おける所見は，男女両性 である。この所見によって，各紋型の出現頻度lζ極
共!"c.，他の指におけるそれと異り，何れも S，OW， めて大きな差違が存在する事が確認、される。
B，ODSの順位を示していることは注目に値する。 尚男女両性における差違即ち性別として注目され
左右両手を通じて，最大の出現率を示すものは，男 る所見は，既iζ述べた様!L，男性右手持指における 
第 2号 〆千葉: 栃木県住民の指紋に関する研究 -683ー
順位が OW，S，ODS，Bの式を示すに対し，女性 ー中の順位 (3)女性における左手の OWは環ー示
のそれがこれと異り S，OW，ODS，Bの式を示す ー栂ー中一小の順位を示し，明らかなる指別的差違
乙とであるJ その他の指における所見は，左右の環 が認められる。この明確なる指別的差違の所見から，
指を含めて男女両性共に全く同様である。 未決定の場合を類推することによって，各紋型の出 
(2)左右両手の同名指における各型指紋の出現頻 現頻度における指別的差違の大体の傾向を推定する
度の比較，即ち左右差にワいて ことが可能であろう。何れにしても各紋型の出現頻
男女両性におけるこの関係を通覧するに，男性の 度が，男女両性の左右両手において，一定の指別的
示指のすべての紋型，中指，環指及び小指における 差違を示す ζとは，各紋型と各指との関係を示すも 
B，並びに中指における OW，叉女性の揖指の S， のとして注目すべき所見である。
示指のすべての紋型を除く他のすべての場合におい 第 2項五指計
ては，確差により明らかなる左右差が認められる。 五指計における各紋型の出現頻度は，男性におけ
この場合Kおいても，左右差の決定されない理由は る左手，女性における左右両手において (1)S，(2) 
検査人員数がそれを決定するに必要な数にまで達し OW，(3) ODS，(4) Bの順位を示し， ζれら各順
ていない為であることはいうまでもない。しかして 位の聞に確差が存在することはいうまでもない。唯
その意味は左右差が存在しないのか，それとも存在 男性の右手においては， SとOWとの聞は確差がな
するとしても，乙の場合に尚未決定であるのか Y決 く， S-OW群が第ー位を示しているととは注目す
定きれないという訳である。乙の所見を要約すれば べき所見であろう。しかして左右差の関係を見るに
男女両性の中指における S(右手の方が左手の方よ 男性においては B，S，ODSの三者が左手の方K多
りも多い)を除き， B，S，ODSの三者は左手の方 しこれに反して OWは右手の方に多い。然るに女
rc，叉女性の中指(左手の方が右手の方より多しつ 性においては， B及び ODSは左手の方に多く， OW
を除き， OWは右手の方K多い。以上の所見から， が右手の方に多い ζとは男性と同様であるが，左右
乙の左右差の関係は，男女両性においても差違が認 両手の Sの聞に確差が存在しないことは注目すべき
められない。 所見であろう。 
(3)各型指紋の出現頻度の各指における比較，即 第3項十指計及び全指計
ち指別的差違について ζ〉においては，男女両性を通じて何れも (1)S， 
男女両性におけるこの関係を大観するに，確差に (2) OW，(3) ODS，(4) Bの順位を示し，これら
より指別的差違が全分野氏亘って決定されているの 各順位の間には確差が存在する。
は，男性における左手の S及び右手の OW，女性に 第2節対照紋
おける左手の OWの三つの場合のみであって，他の 第1項各指計
場合は，その全分野氏亘る決定は行われていない。 乙〉においては，男女両性を通じて左手及び右手
例えば，ある紋型については第一位のみ，叉他の紋 基準の場合を大観して，指紋応対する対照紋の順位
型については第二位又は第三位のみが決定され，他 に関する成績を総括することにしたい。
は未決定である。 BI[対する対照紋の順位は，前l乙述べた様lと男女
尚具体的に例示すれば， Bは男女両性の左右の手 共未決定の分野が極めて多く，その第一順位の問題
において，示指が第一位を示し， ODSは同様栂指 なく決定している場合は，男性における左手基準の
が第一位を示し，又 OWは同様に環指が第一位を示 示指における S，右手基準の栂指における B，示指
している。唯Sは男女両性共に右手においては，そ 及び中指並びに女性における左手基準の中指におけ
の第一順位が未決定であるが，左手においては小指 るS，右手基準の栂指，示指及び中指における Bの
が第一位を示している。以上の所見からして (l)B みである。しかして Sが第一位の場合は第二位はP
は示指において (2)Sは小指において (3)ODSは であり，乙れと反対に第一位がBの場合は第二位は
栂指において (4)OWは環指において最も多く出 Sであることが多い。何れにしても， Brc対する対
現する乙とが確認される。尚上述の指別的差違がそ 照紋の順位は，その全分野氏亘って決定された場合
の全分野K亘って決定されている三つのうち (1)男 が 1例もないので，その順位が如何なる方程式を示
性における左手の Sは小一中ー示ー栂ー球の順位 すかを知る乙とが不可能である。唯未決定の分野の 
(2)同様男性における右手の OWは環ー栂一示一小 傾向からして (1)S，B，OW，ODSの式と (2)B， 
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S，OW，ODSの式とが推定されるに過ぎない。し 男性における左手基準の環指及び小指における場合
かして，そのうち(1)S，B，OW，ODSの式は， の第一位 OW，第二位Sの所見は，全分野の決定さ
男性における左手及び右手基準の場合並びに女性lと れている場合と全く同様である。
おける左手基準の場合から導き出されるものである 第2項五指計
が， (2) B，S，OW，ODSの式は，女性における右 男女両性の五指計を通覧する K，指紋l乙対する対
手基準の場合Kおいてのみ推定されるに過ぎない。 照紋の順位が，その全分野lζ亘って未決定のものは 
尚ζの女性における右手基準の場合の第一位 B，第 7例であり，決定されているものは 9例である。 B
二位Sの所見は，男性における右手基準の場合と相 に対する対照紋の順位は，男性五指計においてはそ
違し，性別を示すものと考えられる。 の全分野に亘って未決定であるが，女性五指計にお 
ODS K対する対照紋の順位も， B におけると同 いては，左手及び右手基準共にすべて決定されてい
様に未決定の分野が極めて多く，その全分野に亘つ る。即ち後者における左手基準の場合においては，
て順位の決定されているのは，僅に女性の場合の左 S，B，OW，ODSの式を示すに対し，右手基準の場
手基準の中指における S，OW，ODS，Bの1例の 合Kおいては， B，S，OW，ODSの式を示している
みである。しかして ODSK対する第一位が問題な ととは，側別的差違を示すものとして注目される。
く決定している場合は， (1)男性における左手基準 Sp::対する対照紋の順位は，女性五指計の左手基準
の揖指，示指，右手基準の示指並びl乙女性における の場合において， S，OW，ODS，Bの式を示すのみ
左手基準の示指及び右手基準の示指における OW， で，他の場合はその全分野K亘って未決定である。 
(2)女性における左手基準の中指における S，(3) 但しその場合においても，第一位S，第二位OWは
女性における右手基準の栂指における ODSのみで 常に決定されているが，第三位及び第四位は未決定
ある。この所見 (OW，5例， S，1例， ODS，1例) である。 SK対する対照紋の順位がか〉る所見を示
から，五指計における OW，S，ODS，Bの方程式 しているのは，各指計lζおいて述べた様K，SK対
の成立は大体において推定される。従って女性にお する対照紋の順位が指別的差違を示していることに
ける，左手基準の中指Kおける S，OW，ODS，Bの よるものである。 ODS IC対する対照紋の順位は，
方程式は少数例として認められるべきであろう。 男女両性の右手基準の場合において未決定であり， 
SK対する対照紋の順位は，男女両性を通じて未 左手基準の場合においては，何れも OW，S，ODS， 
決定の場合が半数を占めているが，その決定された Bの順位を示している。従って ODSK対する対照
場合について検討するに二つの式が認められる。即 紋の順位は以上の式に統一されるものと見て差支な
ち(1)男性における左手及び右手基準の栂指，並に い。 OWK対する対照紋の順位は，男女両性の四つ
女性における左手及び右手基準の栂指及び女性にお の場合においてすべて決定されて，.OW，S，ODS， 
ける左手基準の小指の 5例における S，OW，ODS， Bの式を示している。 ζの所見は，各指計における 
Bの式 (2)男性における左手基準の示指及び中指 成績即ち OW K対する対照紋の順位が指別的差違
並びに女性における左手基準の示指及び右手基準の を示さないことから，五指計として当然の結果であ
示指及び中指の 5例における S，OW，B，ODSの ろう。
式である。乙の所見からして， SK対する対照紋の 以上全分野氏亘って決定された例からして， (1) 
順位には指別的差違が存在することが確認される BIC対する対照紋の順位は S，B，OW，ODS及び
が，性別及び側別が存在しないことも同様に確認さ B，S，OW，ODSの二つの方程式を示し， (2) S K 
れる。 対するそれは S，OW，ODS，Bの方程式を示し， 
OWK対する対照紋の順位は，男性における左手 (3) ODS，OW K対するそれは，何れも OW，S， 
去準の環指及び小指の場合の 2例を除いて，他の 18 ODS，Bの方程式を示すことが要約される。勿論乙
例の場合にはその全分野に亘って決定している。し の場合， SK対する対照紋の順位が，他の一つの可
かしてその決定された場合においては，その順位は 能性である S，OW，B，ODSの方程式を決定しなか
何等の指別的差違を示さないで，すべて同ーのOW， ったのは，検査人員数の不足によると共K，各指計 
S，ODS，Bの式を示している ζ とは注目すべき所 Kおける二つの異なる方程式の相殺によるものと思
見である。乙れは男女両性を通じ，叉左手及び右手 われる。
基準の場合を通じて何等の差違を示していない。尚 次KS及び OWにおける以上の成績からして，こ
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の両者が (1)何れも左右相称性が強く叉紋型として
安定性が強い ζと(2)SはOW!(対し，叉 OWはS
に対し互いに強い親近性を有すること (3)OW及
びSは共![， ODS，B IC::対して親近性の弱いことが 
明らかに推定される。叉Bにおける以上の成績から
して， BはSIL対し強い親近性を有することが証明
される。叉 ODSにおける成績からして， (1)ODSは
左右相称性の弱いとと (2)ODSが OW IL対して強
い親近性を有するが， SK対してはこれよりもその
親近性が弱い ζと (3)B IL対してはその親近性が最
も弱いことが確認される。乙れらの成績は五指計に
おいて，各指計におけるよりも一層明に確立された 
ものである。
第 3項十指計
十指計においても，指紋に対する対照紋の順位が
その全分野氏亘って決定されているのは，男女両性
8例中その半数の 4例代過ぎない。十指計における
成績は，各指計及び五指計との関連lとおいて ζれを
見るとき興味深いものがある。即ち BIC::対する対照
紋の順位は，男性においては， S，B，OW，ODSの
方程式を示すのR，女性においてはその順位が未決
定である。 ζの女性十指計における順位未決定の原
因は，女性五指計における左手基準 (S，B，OW， 
ODS)と右手基準 (B，S，OW，ODS)の成績との 
相殺によるものと判断される。 SK対する対照紋の
順位が，男女共第一位 S，第二位 OWは決定されて
いるが，第三位は男性において Bー ODS群である
のに対し，女性においては ODS-B群であるのは，
各指計における指別的差違の表現として考えるべき
である。 ODS IC::対する対照紋の順位が， 男性 lとお
いては五指計(左手基準)におけると同様に OW， 
S，ODS，Bの方程式を示すに対し，女性における 
それが，その全分野に亘って決定されていないのは
検査人員の不足によるものと思われる。 OW!(対す
る対照紋の順位は，男女両性を通じて何れも OW，
S，ODS，Bの方程式を示していることは，各指計
及び五指計の成績と全く一致するものである。
第 4項 各紋型につき指紋と同一紋型の対照紋
との一致度の比較
各紋型の左右相称性の強弱の問題即ち左右相関々
係は，本研究の様な多数観察においては，指紋と同
ー紋型の対照紋との一致度の比較によって充分に判
定されるものと考えられる。しかしてB対B (B= 
B)，S対 S (S=S)等の一致度の真の比較は，
夫々の紋型の出現実数を基礎数字として算出された
ものでなければならなL、。即ち後者の様な共通の基
盤に立つ比較でなければ，各紋型の一致度の高低を
論ずるととは意味をなさない乙とはいうまでもな
い。
A. 各指計における比較
各指計における夫々の紋型の一致度の比較は第 
43表の通りであるが， ζの数字はいうまでもなく各
紋型の出現実数を基礎数字としたものではなく，検
査指数換云すれば，乙の場合は男性 6694，女性 7142
を基礎数字として算出したものである。 
(1)男性
栂指においては ow=OWが第一位， S=Sが第
二位 (OW=OW-S=S:差=7.88%::!::0.81%)，ODS
=ODSは第三位， B=Bは第四位をしめ， 乙れら
各順位の聞には何れも確差が存在する。示指lとおい
ては ow=owと S=Sとの聞に確差がないが， B 
=Bと ODS=ODSとの聞には確差が存在する。中
指においては S=Sが第一位， ow=OWが第二位 
(S=Sー OW=OW:差=28.44%士0.80%)を示し，
第 43表
一 一Qd b ODS=ODS OW=OW性別|指別| B=B 
0.91+0.12 28.08士0.55 2.82士0.20 35.96士0.59栂 指 
〆男
2.42:!:0.19 0.81土0.1131.63土0.57 31.97十 0.57刀之 指 
1.22土0.13 0.79:!:0.150.94士0.61 22.50土0.51中 指 
0.34士0.07 25.34::!::0.53 0.30士0.07 51.96土0.61環 指 
性 0.15:!:0.050.24::!::0.06 56.95::!::0.61 21.35:!:0.50指 
6・01士0.281.96土0.16 34.67::!::0.56 24.91士0.51栂 指女
刀言 指 3.44:!:0.2 36.32士0.57 1.26土0.13 26.94十 0.52
1.53+0.15 54・54士0.59 1.30土0.13 17.08土0.45中 指 
0.52士0.09 32.05士0.55・ 0.52土0.09 44.77士0.59環 指 
性 0.48土0.08 64.13士0.57 0.31:!:0.07 16.45士0.44指 
円 
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れら各順ζは第四位を示し，ODS=ODS第三位， 可。Lとの聞には確差は存在しなODS==ODSとB=B
環指においては ow=ow胸が第一位， S=Sが第二 位の聞には何れも確差が存在する。中指 lとおいて
位 (OW=OW-S=S :差=26.53%:t0.81%)をし は S=Sが第一位， OW=OWが第二位 (S=Sー ow
めるが， B=Bと ODS=ODSとの聞には確差は存 =OW:差=37.46%:::!::0.74%)を示すが， B=Bと
在しなL'o小指においては， S=Sが第一位， OW ODS=ODSとの聞には確差は存在しな L'。環指 
=owが第二位 (S=S-OW=OW:差=35.60%士 においては ow=OWが第一位. S=Sが第二位 
0.79%)を示すが， B=BとODS=ODSとの聞にほ (OW =OW-S=S :差=12.72%士0.81%)を示す
確差が存在しない。 が， B=BとODS=ODSとの聞には確差は存在しな
各指を通じて最高の一致度を示すものは，小指に い。小指においては S=Sが第一位， OW=OWが
おける S=S(56.95%:t0.61%)であり，第二位は 第二位 (S=S-OW=OW :差=47.68%:::!::0.72%) 
環指における OW=OW (51.96%:t0.61%)と中指 を示すが， B=Bと ODS=ODSとの開花は確差は
における S= S (50.94%士0.61%)との間陀確差が 存在しない。
存在しないので何れとも決定しがたい。最低は見掛 各指を通じて，最高の一致度を示すものは小指に
上小指における ODS=ODS(0.15%士0.05%)であ おける S= S (64.13%士0.57%)，第二位は中指にお
る。 ける S=S(54.54%:::!::059%)，第三位は環指におけ 
(2)女 る OW=OW(44.77%士0.59%)である。最低は見
栂指lとおいては S=Sが第一位， ow=OWが第 掛上小指における ODS=ODS(0.31%:::!::0.07%)で
二位 (S=Sー OW=OW:差=9.76%士0.76%)をし ある。
め， ODS=ODSは第三位， B=Bは第四位をしめ， B. 五指計における比較(第44表〉 
とれら各順位の問lζは何れも確差が存在する。示指 (1)男性
においては S=Sが第一位， OW=OWが第二位 (S 五指計lとおける各紋型の一致度の比較は，第42表
=S-OW=OW:差=9.38%士0.77%)，B = Bは によって明かな様1<:，S= Sが第一位， ow=ow
性
第 44表
性 B=B S=S ODS=ODS OW=ow 
男 1.03:t0.06 38.60:t0.27 0.97士0.05 32.75:t0.26 

女 1.58::!:0.07 4.34::!:0.26 1.8::!:0.07 26.03土0.23

が第二位 (S=S-OW=OW :差=5.85%土0.379合) 者の成績と比較することにしたい。
を示すが， B=BとODS=ODSとの聞には確差は 第 1節男 性
左右両手における各紋型の出現頻度の頁lr第 、。L認められな 
(2)女性 比較(第 45表)
 
女性においても S=Sが第一位， OW=OWが第 (a)左手 

二位 (S=S-OW=OW:差=18.31%土0.35%)を この両集団の，左右両手の五指計を比較すると第
示l_;，第三位は ODS=ODS，第四位は B=Bであ 45表の通りで， B. S，ODSは青森県住民の方IL.
り， ζれら各順位の聞には何れも確差が存在する。 OWは栃木県住民の方K多い。 
(b)右手(第45表)
第 5章各型指紋の出現頻度(五指計〉の比較
右手においても B，S，ODSは青森県住民の方K，
著者の研究は日本民族の地方差を知るととを目的 OWは栃木県住民の方に多い。
としているので，乙、においては栃木県住民と他の 第2項 各紋型の側別的差違の比較
地方住民との成績を比較研究するととにしたい。と 乙の二集団の五指計における側別的差違は，第46-
の比較は各表において明かな様IL.確差のあるもの 表に明かな様lζ同様の状態を示している(但し青森
についてのみ行ない，見掛上の差違は問題としてい における Bを除く)。即ち B，S，ODSは左手の方に
ない，しかしてその比較の対象としては。既に発表さ OWは右手の方lと多い。換云すれば，側別的差違に
れた志村の青森県住民(東北地方住民〉を選ぴ，著 は地方差が存在しない。
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第 45表 男性左右両手における各紋型の出現頻度の比較(五指計) 
雨 宮J 
左手 
B 
S 
ODS 
OW 
2.72土0.09 
51.82土0.27 
5.72士0.13 
39.75土0.27 
3.96:1:0.15 
60・05土0.37
9.29:1:0.22 
26・70:1:0.33
青>栃 
青>栃 
青>栃 
栃>青 
1.24:1:0.17 
8.23士0.46 
3.57:1:0.26 
13.05土0.43 
右手 
B 
S 
ODS 
OW 
2.19土0.07 
47.39:1:0.27 
3.04士0.09 
47.39土0.27 
3.52土0.14
56.79:1:0.37 
5.98土0.18
33.71士0.37
青>栃 
青〉栃 
青>栃 
栃>青 
1.33士0.16
9.40土0.46 
2.94:1:0.20 
13.68:1:0.46 
第 46表 K，B，S，ODSは青森県住民の方に， OWは栃木
段型空~I 栃木 青森 県住民の方に多い。 
左手〉右手 B，S，ODS S，ODS (b)左手(第 47表)
右手〉左手 OW OW 左手におけると同様1[，B，S，ODSは青森県住
民の方I[，OWは栃木県住民の方K多い。
第 2節女 性 第 21員 各紋型の側別的差違の比較
第 1項 左右両手における各紋型の出現頻度の 男性の場合同様(但し両者の Sは除く)， B，ODS 
比較(第 47表) は左手の方ιOWは右手の方に多く，側別的差違
女性においても，その関係は男性lとおけると同様 には地方差が存在しない乙とが確認される。
第 47表 女性左右両手lとおける各紋型の出現頻度の比較(五指計)
以〕iセイ|栃 差青 森 l判定| 
B 4.04士0.10 4.73土0.16 0.69士0.19青〉栃 
54.59:1:0.26 61.48:1:0.37 6.89士0.45S 青>栃 
左手 
8.45士0.21 1.49:1:0.25ODS 6.96士0.13 青>栃 
25.34土0.33 9.07士0.41OW 34.41:1:0.25 栃>青 
2.59土0.08 3.59:1:0.14 1.00:1:0.16B 青〉栃 
62.65土0.37 7.18:1:0.4555.47:1:0.26S 青>栃右手 
5.00士0.12 5.93士0.18 0.93士0.22ODS 青>栃 
36.94土0.26 27.83士0.34 9.11士0.43OW 栃>青 
木
女性においては 8本の指(左手中指及び右手示指以
点思IJj 栃 青 森 外の左右の各指)である。乙の所見は上記の様な多
数観察においても，尚各紋型の出現頻度の順位が未
左手>右手 B，ODS B，ODS 決定の分野を残していることを示すものである。 
右手>左手 OW OW [2J各指計において決定された所見からして，個
々の指における各紋型の出現頻度の順位は，男女両
結 論 性を通じて三つの方程式lと集約される。即ち (1)S， 
[1J栃木県住民男性 6694人及び女性 7142人の各 OW，B，ODS (男女両性共左手示指)(2) S，OW， 
指計について，個々の指における各紋型の出現頻度 ODS，B (男性左手中指及び小指並びに女性左手栂
の順位が，その全分野に亘って決定されているのは 指及び小指，右手栂指，中指及び小指) (3) OW， 
左右両手の 10指の中，男性においては 5本の指(左 S，ODS，B (男性左手環及び右手揖指並びに女性左
手示指，中指，環指，小指及び右手栂指)であり， 右の環指)である。しかして男女両性共に左手示指
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における所見が，他の指におけるそれと異り， S， て，各紋型の左右相称性の強弱及び他の紋型lζ対す 
OW，B，ODS [(1)Jの順位を示すことは注目に値
する。尚右手揖指における出現順位の方程式が，男 
性においては OW，S，ODS，Bの式を示すに対し，
女性にいおいはこれと異り S，OW，ODS，Bの式
を示す ζとは，性的差違として注目すべき所見であ 
る。
[3J栃木県住民の各指計における各紋型の出現頻
度の側別的差違は，男女両性の中指における Sを除
き， B，S，ODSの三者は左手の方が右手の方より， 
叉女性の中指を除き OWは右手の方が左手の方よ
り多い。側別的差違には性別は認められない。 
[4J栃木県住民の各指計における各型指紋の出現
頻度の指別的差違は未決定の分野が多い。決定され 
た所見からして，各紋型の出現頻度は男女両性の左
右両手において，一定の指別的差違を示すことが推
定される。
[5J栃木県住民の五指計においては，各紋型の出
現頻度は男性における左手，女性における左右両手 
lとおいて (1)S (2)OW (3)ODS (4) Bの順位を
る親疎の関係が最もよく測定される。
[10J各指計における SI乙対する対照紋の順位は，
その全分野に亘って決定された所見からして，二つ
の方程式に集約される。即ち(1)S，OW，ODS，B 
(2) S，OW，B，ODSである。ーこの所見からして，
指紋lと対する対照紋の順位には，指別的差違が存在 
することが確認されるが，性別及び側別は存在しな
い。
[l1J各指計における OWR対する対照紋の順位
は，何等の指別的差違を示さず，常K同ーの OW，
S，ODS， Bの方程式を示していることは注目すべ 
き所見である。
[l2J各指計における Blr対する対照紋の順位は，
その全分野に亘って決定された場合が 1例もないの
で，その順位が如何なる方程式を示すかを確認する
ことは出来ない。た Y未決定の分野の傾向と五指計 
における決定された成績からして，その順位が (1)
S，B，OW，ODSの式と (2)B，S，OW，ODSの 
式とが推定されるに過ぎない。
示し，これら各順位の間lとは何れも確差が存在する。[l3J各指計における ODSIr対する対照紋の順位
唯男性の右手においては， SとOWとの間に確差が
存在しない。
[6J同様五指計における各紋型の出現頻度の側別
的差違を見るに，男性においては B，S，ODSの三
者は左手の方R，OWは右手の方に多い。女性にお
いては B，ODSの両者が左手の方K，OWが右手の
方に多いことは男性と同様であるが，左右両手の S
の聞に確差が存在しないことは注目すべき所見であ 
る。
[7J秋田及び青森県住民の，五指計における各紋 
型の出現頻度の順位は，男女両性の左右両手を通じ
てS，OW，ODS，Bの方程式を示すが，栃木県住 
民においても男性の右手を除いて，これと同様の成
績を示している。た Y男性右手において， SとOW
との聞に確差がなく，何れが第一位たるか Y決定さ
れないことは注目すべき所見である。 
[8J栃木県住民と秋田及び青森県住民の五指計を
比較するに，その出現頻度は男女両性の左右両手共
B，S，ODSの三者は秋田及び青森県住民の方に多
く， OWは栃木県住民の方K多い。叉紋型の側別的
差違は何等の地方的差違を示さないで，三集団共に 
OWは右手の方K多く， B，S，ODS叉は B，ODS 
は左手の方に多い。
[9J指紋lζ対する対照紋の順位の決定検討によっ 
ふ未決定の分野が極めて多く，その全分野氏亘つ
て順位の決定された場合(女性左手基準中指〉にお 
ける方程式は S，OW，ODS，Bである。しかしな
がら五指計及び十指計における OW，S，ODS，B 
の方程式よりして，各指計における(女性左手基準
中指)S，OW，ODS，Bの方程式は少数例として認
められよう。
[l4J五指計における， (1) B R対する対照紋の順
位は S，B，OW，ODS(左手基準)及び B，S，OW， 
ODS (右手基準)の二つの方程式を， (2) S R対す
るそれは S，OW，ODS，Bの方程式を， (3) ODS， 
OWR対するそれは，何れも OW，S，ODS，Bの
方程式を示す。
以上の成績から， S，OWの両者は (1)何れも左
右相称性が強く叉紋型として安定性が強い ζと (2)
SはOWR対し，又 OWはSR対し互いに強t"¥親 
近性を有するとと (3)OW及びSは共に， ODS，B 
に対し親近性の弱い ζとが推定される。 BはSR対 
し強い親近性を有し， ODSは (1)左右相称性が弱
いζ と (2)OW K対して強い親近性を有するが，
Slr対してはこれよりもその親近性が弱いこと (3) 
Blr対してはその親近性が最も弱L、ことが確認され
る。 
[l5J十指計における， (1) B K対する対照紋の順
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位は，男性においては， S，B，OW，ODSの方程式
を示すが，女性lとおいては未決定である。 (2) S K 
対するそれは S，OW，B-ODS群(男性);S，OW， 
ODS-B群(女性)の方程式を (3)ODS，OW K 
対するそれは，女性における ODSの場合(全分野 
K亘って未決定)を除き，何れも OW，S，ODS，B 
の方程式を示す。 
(16J検査指数を基礎数字として算出した，各指計
における対照紋の一致度のうち，各指を通じて最高
の一致度を示すものは，男性においては，小指にお
ける S=S，第二位は環指における OW=OWと中
指における S=S群で，最低は見掛上小指における 
ODS=ODSである。女性においては，小指における 
S=Sが最高の一致度を示し，第二位は中指Kおけ
るS=Sであり，第三位は環指における OW=OW
である。最低は見掛上小指における ODS=ODSで
ある。 
(17J検査指数を基礎数字として算出した，五指計
における対照紋の一致度は，男性においては， S= 
S，OW=OW，B=Bー  ODS=ODS群の順位を，
女性においても， S = S，OW =OW，ODS=ODS， 
B=Bの順位を，女性においても， S=S，OW= 
OW，ODS=ODS，B = Bの順位を示し，これら各
順位の間には何れも確差が存在する。
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